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チェアマンインタビュー
～新たなステージへ。Jリーグの1年を振り返る～

- 2024シーズンは年間総入場者数が過去最多
の12,540,265人を記録しました。

総入場者数最多を記録

2024年のリーグ戦を振り返って

もちろん20クラブになったＪ１の試合数が増えているということはあ
りますが、ＪリーグYBCルヴァンカップなどＪリーグが今までやってい
た試合を含めて考えても、お客さんの数が増えているというのが、一
番良いことですね。Ｊ１は20クラブにしたことで、地域での露出という
観点からも、いろいろな地域でより多くＪ１の空気が日本中に伝わっ
たかなとは思っていますし、Ｊ２・Ｊ３のクラブがある各地域での露出
が増えたことも、結果につながっていると思います。

- 明治安田Ｊ１リーグではヴィッセル神戸が優勝
しました。昨シーズンに続く2連覇となります。

各クラブの実力差が大きくない中での連覇はすごいと思います。やは
りクラブが投資をして勝つというのは、プロとしての本来の姿だと思
います。海外でもプレーした選手を中心に頑張ってきた中、山口蛍選
手や酒井高徳選手はけがで欠場することも多かったですが、大迫勇
也選手と、Ｊリーグ最優秀選手賞の武藤嘉紀選手の存在は際立って
いました。終盤戦の第37節、柏レイソル戦で武藤選手が決めた同点
ゴールなど、大事なときに仕事ができるというのは大きい。天皇杯
（JFA第104回全日本サッカー選手権大会）との2冠も達成して、勝て
る集団という感じがしましたね。本当に強いというイメージが周りに
も伝わったのではないでしょうか。

- 連覇達成で、今後は一つの時代を引っ張ってい
くような存在になりそうですね。

そうなるかもしれません。でもサッカーのクラブは、選手は1年、1年、

年を重ねていくので、若い選手、新たな中心選手をどうチームの中に
置いていくかということがうまくいくと、強くあり続けることができるの
ではないかと考えています。

- ＦＣ町田ゼルビアはＪ１昇格１年目で３位という
結果でした。

現場の努力と合わせて、クラブが売り上げを大きくし、上手に投資す
ると、しっかり順位も上に行けるんだということが体現された結果だ
と思います。Ｊ１昇格１年目ですが、その点が秀でていたと感じてます。

- 明治安田Ｊ３リーグでは大宮アルディージャが
優勝しました。

大宮は歴史も含めて、クラブのサイズは以前と比べると小さくなった
のかもしれませんが、成績的には圧倒していました。もちろんそのぐら
いの力のあるクラブではあったと思います。

- レッドブル参入はリーグ初の外資による買収で
した。

世界のサッカーマーケットが日本にどう注目するか、注目を集めるか
ということが、Ｊリーグにとってもクラブにとってもすごく大事なことで
す。閉じた中で興行しているだけではないのがJリーグなので、そこに
関しては一定の評価をされたと考えればいいのかなと思います。

- ＦＣ今治とカターレ富山もＪ２に昇格しました。

仲間が集まったときのパワーがクラブを強くするのだと思いますが、
まさにそのような感じなのではないでしょうか。人口も、もっと大きな
ところがＪ３にもいっぱいある中で、素晴らしいことだと思います。もち
ろん目指すところはまだ先なのでしょうが、一足飛びにはいきません。
10年前には想像できなかったものが、地域には生まれたはずです。

- ファジアーノ岡山はＪ２で16年を過ごし、念願の
Ｊ１昇格を決めました。

長かったですが、着実に力をつけたのではないかなと思います。クラ
ブ力的なものを感じます。来シーズン、上のカテゴリーでどう戦ってい
くのかがとても楽しみです。

- 東京ヴェルディはAFCチャンピオンズリーグ出
場権獲得に迫る成績で、アルビレックス新潟は
ＪリーグYBCルヴァンカップで準優勝しました。

素晴らしい結果だったと思います。ファン・サポーターを含めたクラブ
全体の一体感とか、勝つためにはいろいろな要素が必要だけど、最も
少ない費用で結果を出すというのはすごいことだと思います。Ｊ１も
20クラブになり、優勝をリアルに狙えるクラブと残留を何としてでも
目指すというクラブと、目標はそれぞれだと思いますが、少ない予算
で、もっと成長していく途中の段階のクラブがサッカーの内容も含めて
Ｊ１に残ったというのは、これは本当に素晴らしいことだと思います。

- Ｊ１で2位はサンフレッチェ広島。一時は首位を
走りました。

広島は本当に良いチームをいつもつくる印象です。ミヒャエル スキッベ
監督体制になって3年目。日本における新しいフットボール的な要素
も見せてくれて、本当に素晴らしい。スタジアムも新しくなって、クラブ
としても日本を引っ張っていく可能性を十分に見せたと思います。こ
の15年ほどの間、フットボールにおいては良い影響を最も与えたクラ
ブの一つだと私は思っています。それに加え、スタジアムビジネス含め
クラブの売上高が約2倍になる見込みです。クラブにとっても転換期
かもしれませんが、日本のフットボールにとってもすごく大きな転換期
の一つになるようなシーズンじゃないでしょうか。

- メディア露出が増え、Ｊリーグを目にする機会
も多くなった印象です。

私がチェアマンに就任した３年前よりもローカルで約4倍という数字
になっています。それだけ自然とＪリーグに触れる回数は増えている
のかなとは思います。あとは、首都圏にいるファン・サポーター、また

はファンになる可能性のある人たちへのアプローチのきっかけとし
て、国立競技場での開催がうまく作用していると思います。初めてＪ
リーグの試合観戦に訪れる人や、昔、Jリーグの試合に来たことがあ
るけど、最近は来場していなかった人たちに一定数足を運んでもらっ
ています。その人たちが、再び国立競技場の試合に来る、あるいは国
立競技場以外のホームゲームに行っている割合というのも、しっかり
デジタルで追えていますので。

- 招待キャンペーンの効果は大きいでしょうか。

一昔前とは時代が変わって、デジタルマーケティングをどのくらい精
度高くできるかというところが、今このタイミングでのポイントだと
思っています。若い世代も含めたデジタルでの集客は、仕組みとして
リーグもクラブもできるようになりつつあります。そこだけでは足りな
いので、地上波の露出を生かして、どのようにデジタルの方にも興味
を持ってもらうようにしていけるかという、露出とデジタル投資のセッ
トが今の勝ち筋かなと思っています。
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- ルヴァンカップの大会方式変更で全60クラブ
が参加する形になりました。

新方式になったルヴァンカップ

さらなる成長に向けて

気候アクションへの取り組みがスタート

2025シーズンに向けて

私は、もともと60クラブみんなが参加した方が良いと思っていました
ので、とても良い形式だと思っています。あとは、地域のＪ２・Ｊ３のク
ラブに対して、Ｊ１クラブの空気を、その地域でも感じてもらえたらと
ずっと思っていましたので、今年変えられたのは良かったなと思いま
す。また、印象やインパクトでは、パートナー各社にも十分満足しても
らえるものは提供できたと思います。そして、Ｊ２・Ｊ３のクラブでも勝
てば上のカテゴリーのクラブと試合ができる、勝つと良いことがある
という当たり前のことを、いくつかのクラブが体験できたのは、すごく
良かったと思います。選手や地域の人にＪ１を感じてもらうこともそう
ですが、経営面でローカル、下のカテゴリーのクラブが収入を得るこ
とのできるチャンスが生まれました。平日の夜の試合に関わらず入場
者数が7,677人ととなった鳥取のようなクラブは、運営面でも初めて
分かることもあったと思います。ファイナルが素晴らしかったというこ
とも含めて、トータルですごく盛り上がった大会になったと思います。

- Ｊリーグが掲げている2つの成長戦略について
伺います。

トップクラブには、サッカーの競技成績でアジアでも圧倒したり、国内
を代表したりする部分はもちろんあってほしいですが、そんなに簡単
にはいかないと思います。それを実現するためには、クラブの実力、実
体が成長しないといけないので。例えばトップ10の入場者数も、魅力
を感じてくれるからお客さんが増えるのであって、そこに来てもらえる
だけの器、つまりスタジアムが、良いものが用意されているから、そこ
に多くの人が集まれる。そこをどうやってここからの10年で、クラブ単
体での実力をつけていくかというところはすごく重要だと思っていま
す。2023年と比較して114.4％と、過去最高の入場者数になりまし
た。これも、望む世界観に近づいているのだと思います。

- スタジアムの魅力という部分ではサンフレッ
チェ広島、Ｖ・ファーレン長崎、ツエーゲン金沢
の新スタジアムが開業しました。

スタジアムが大事だということはもう間違いない事実です。そして、そ
れは一回造ればそれで良しではなくて、スポーツビジネスをやってい
く中では、少しずつバージョンアップしていかない限り、やっぱり止
まってしまう。世界の方もピタッと止まってくれるならそれでいいけれ
ど、そうじゃない中で競争をしていくなら、スタジアムというのはすごく

大事なものです。クラブが急激に大きく成長するいくつかの要素があ
る中の一つが、新スタジアム。広島、長崎、金沢はその成長するチャン
スを得たのだと思います。長崎は残念ながらＪ１昇格に届きませんで
したが、上のカテゴリーに行くのではないかと期待させるだけの何か
は持っていました。あのスタジアムに行きたいということも含めて、や
はりフットボールが今まで見ていたものとは、違うものに見えるはず
だと思います。

- 積年の課題だった選手契約が大きく改定されま
した。

もちろんABC契約が設定された時代背景は理解していますが、
1999年からなので、もう25年も前のことです。その当時の世界の
サッカーシーンにおけるJリーグと今はもう全く違うわけで、できる限
り早く検討したいと思っていました。もちろん、全部撤廃できれば良い
のですが、25年も続いてきたものをすぐに無くすとなると、一筋縄で
はいきませんでした。前年に加入した選手と翌年の選手で大きく報酬

が違ってくるのは論理的にもおかしいので、徐々にそれは撤廃される
でしょう。選手に価値があると判断するのはクラブの責任であって、そ
れは日本でも、世界の国でも、誰がどう価値をつけるかというのも、競
争です。ある意味では当たり前のことです。また、選手にはより魅力的
に見える世界でないといけない、と思います。

- クラブの競争も促されることになるでしょうか。

社長やGM、SDは、これからより実力のある人が評価される時代に
なっていくのだと思います。選手の年俸を決めるということは、彼ら
が、どこにどう投資をするかを考えるうちの一つでしょう。やはりＪリー
グが国内のエンターテインメントとしてだけやっているわけではない、
ということが分かったら、Ｊリーグも変わってきたということなのだと
思います。

- 今年も豪雨などで中止や中断になった試合が
多くありました。

気候変動問題を何とかしないと、といっても簡単に何とかできるもの
ではないですが、サステナビリティについては、イングランド　プレミ
アリーグがかなり先を進んでいる感じがあって、コミットメントの度合
いがかなり高い。それは気候変動問題について、クラブというよりは
社会全体でそこへの重大な意識を持っているからこそ、地域の中心で
あるサッカークラブが意志をしっかりと示さなければいけない、とい
う気持ちが強いのだと思います。そこは見習わなければいけない部
分だと思っています。日本人にとってはまだなじみがないのかもしれ
ないですが、リーグとクラブ全体で、それを常に大事なものとしてやっ
ていくことが必要だと思っています。

- Ｊリーグ×小野伸二 スマイルフットボールツアー
for a Sustainable Future supported
by 明治安田が開始しました。

私としては、セルジオ越後さんが昔、全国を回っていたというのはすご
いことだなと思っていました。どのようにサッカーを普及していくかと
いうことも含めて、あれは「見せられる人」が絶対やった方が良い。私
は以前から小野伸二特任理事にはこういうことをやってもらいたいと
思っていました。現代風にしたときに、サッカーの楽しさだけではな
く、サステナブルなこともリアルに子どもたちに少しでも届くように伝
えていった方が効果があると思いました。サッカーを見せるという部
分では“シンジ”は適任だと思っています。

- クラブの経営陣の方々はいろいろ考えることが多
く、頭をフル回転させるシーズンになりますね。

そうかもしれません。われわれもそうです。でも何かが変わるときに
は、絶対にチャンスがあるはずなので、それを見つけて生かす、考えよ
うによってはすごく楽しい時期かなとも思います。スタジアムでの観戦
や試合中継を見てくれるなど、新しい年も、より多くの人に関わってい
ただけると思います。新規のファンも含めたファン・サポーターの皆さ
まにわれわれが良いものをしっかり届けていく。その繰り返しの作業
をよりバージョンアップできるかどうかが肝になります。

- 来シーズンはシーズン移行の前年で、2月開幕が
最後となります。どのような１年になりますか。

現在のシーズン制の最後の年だから特別なことはないです。選手や
現場は目の前の１試合、目の前の１シーズンを今まで通り必死にやっ
てほしいですし、それで良いと思います。その思いで目の前の１試合ず
つをやっていくというのが現場の性質です。クラブやリーグ、その周り
の人たちが、次の何年後の準備をしっかりと今まで通りやっていくと
いうことの繰り返しで良いのではないでしょうか。どこまで先を意識し
て進んでいくかをフロントサイドの人たちがしっかり用意してあげるこ
とが、選手たちのためにも絶対に必要となるはずなので。

- 欧州拠点としてJ.LEAGUE Europeも本格的
に稼働します。

世界のサッカーマーケットで勝負していこうとするなら、最先端という
か、欧州とどのようにつながっていくかということは、もう当たり前で、
不可欠なことだと考えています。日本人選手やＪリーグというものを、
欧州をはじめとした海外ではまだ正確に捉えられていないと思いま
す。日本人選手が移籍で金額的にも過小評価されているという点も
あるのは事実なので、自分たちをよく知ってもらい、向こうの良いとこ
ろを近くで体感するということは絶対に必要だと思っています。世界
とよりつながるために現地、今回はロンドンにオフィスを置いて、いろ
いろな活動を行います。物理的に遠く離れているということと、日本が
今まで国内の競争意識が強かったあまり、世界にどんな監督がいて、
どんな選手がいるか、サッカーがこう変化していくだろうということ
を、スポーツダイレクター（SD）やゼネラルマネージャー（GM）など、

フットボールのトップの人はもっと感じた方が良いと思います。また、
世界トップレベルのリーグ、クラブと共に、同じようなことを考えると
いうことも大事なので、選手や監督だけではなく、フロントスタッフも
含めて世界とＪクラブをつなげていくことをしていきたい。外資をどう
獲得するかということも重要なポイントです。
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4シーثンの⪌㕙者丗

-Ｊリーグ⪜䌋試合年ꝴ稀⪌㕙者丗
伺媩安榹Ｊリーグ、伺媩安榹Ｊリーグ、伺媩安榹Ｊリーグ、ＪリーグYBCル٥ؒンカップ、Ｊ
 、Ｊ伭劲プレーن؛、Ｊ伭劲プレーن؛、Ｊ٬Ｊ⪌僀ֻ䡵

-4シーثン⪌㕙者丗の⥝向⮆冪

ン11,043,003人ثーبンは、Ｊリーグ⪜䌋鍱合にֽける䇗間稀⪌場縖丗が12,540,265人となり、これまで僃多だった2019ثーب2024
を飃えて鋗ꎰを催新した。

また、伺媩㱦榹ＪリーグＪ・Ｊ・Ｊの稀⪌場縖丗が11,932,080人となり、リーグ戦の⪌場縖丗のみで、イٝブンِリ؛ン1,100┒人を飃
える磵果となった。カテإリー⮯に見ると、Ｊ7,734,871人、Ｊ2,913,415人、Ｊ1,283,794人となり、䇖㏯⪌場縖丗は⯥䇗奂でＪ
107、Ｊ111、Ｊ112と、全てのカテإリーで┕㍑った。Ｊ僃磙疐では、1疐あたりの合銶⪌場縖丗が初めて30┒人を飃える
302,381人となり、䇖㏯3┒人を飃える沸媲となった。なֽ、Ｊリーグ⪜䌋鍱合♓㛙伺媩㱦榹Ｊリーグワーٜドٝٔزンジ、Ｊリーグインターナ
。リーグも⻠めた稀⪌場縖丗は、12,891,547人と1,300┒人に鳠る丗値となったثン؛مンٔزAFC、ثリーبナٜ٘ب

ーؗイーク僿の9僖と、㲘の㸓とفٜب、8僖6僖、㛉⚔み僿の7ーٜデンؗイークGWからGW伺けの4إ、ンの⪌場縖丗はثーب2024
なるタイِングで2019䇗、2023䇗奂の疐⮯の⪌場縖丗を┕㍑っている。Ｊが20クラブとなったことで全体を䥨し┕ׅていること、鲣䇗のローカ
ٜ露出䍚により地域の関䑏が高まった敯䛜で⺨クラブが㲘嫰力鍱合を錃㲊したこと、国玮琂䤗場開⤹鍱合を戦樋氳に増やしていること、新ス
タジアّ効果など、邾合氳な釐㍔でＪだけではなくＪやＪでも⪌場縖丗が⛈Ꝏしている。

Ｊ・Ｊ・Ｊ鶚⮯䇖㏯⪌㕙縖丗の䫟燯

J1 J2 J3 の☽公䌋鍱合א ☽

12,540,265☔前年奂：114.4%、2019年奂：113.6

平均入場者数
（2019シーズン）

平均入場者数
（2023シーズン）

平均入場者数
（2024シーズン）

J3
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平均入場者数
（2023シーズン）

平均入場者数
（2024シーズン）
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（2019シーズン）
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（2023シーズン）
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平均入場者数
（2024シーズン）
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㛉⚔ײ

磙泅
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PRIME ROUND TOURNAMENT プライムラウンド トーナメント 9.4  -  11.2

1st ROUND TOURNAMENT 1st ラウンド トーナメント 3.6  -  5.22

PLAYOFF ROUND TOURNAMENT プレーオフラウンド トーナメント 6.5  /  6.9

福岡 山口 松本

4 PK 2

3 PK 4

柏 群馬 相模原
J1 J2 J3 J1 J2 J3

1 2

1 1

3 3 4 1

3 1

C大阪 栃木 岩手 G大阪 藤枝 琉球
J1 J2 J3 J1 J2 J3

1 0

1 0

0 1 1 2

1 2

新潟 いわきFC大阪 湘南 秋田 讃岐
J1 J2 J3 J1 J2 J3

2 0

2 0

2 0 2 0

1 2

5 PK 4

FC東京水戸YS横浜鳥栖 熊本 福島
J1 J2 J3 J1 J2 J3

1 1

4 0

0 1 2 1

1 0

5 PK 3

札幌 仙台 沼津 京都 徳島 長野
J1 J2 J3 J1 J2 J3

1 1

3 1

2 3 1 5

2 3

神戸 今治 清水 山形 富山

5 PK 6

4 PK 5

J1 J2J3 J2 J3

1 1

2 1 0 0

1 2

広島 奈良 東京V 千葉 鹿児島
J1 J2J3 J1 J2

3 2

6 0 1 0

0 1

浦和 鳥取 磐田 長崎 愛媛
J1 J3 J1 J2J2

0 1

5 2 0 1

4 3

鹿島 金沢 八戸 町田 大分北九州
J1 J3 J3 J1 J2 J3

3 PK 5

0 2

2 1 2 1

0 0 0 1

名古屋大宮 岐阜横浜FC 宮崎岡山
J1 J3J3 J2J2 J3

5 PK 3

3 1

2 0 3 3

2 1 4 1

札幌

1
1
2

合   計
第1戦
第2戦
合   計

1
2
3

富山
J1J3

2
3
5

第1戦
第2戦
合   計

1
1
2

広島 FC東京
J1 J1

1
1
2

第1戦
第2戦
合   計

2
1
3

長崎 新潟
J1J2

3
2
5

第1戦
第2戦
合   計

1
2
3

町田 C大阪
J1 J1

1
1
2

第1戦
第2戦
合   計

1
0
1

名古屋 柏
J1 J1

名古屋

名古屋

決勝
3-3

（5 PK 4）
3
1
4

第1戦
第2戦
合   計

1
2
3

1
3
4

第1戦
第2戦
合   計

6
1
7

0
1
1

第1戦
第2戦
合   計

1
1
2

0
2
2

第1戦
第2戦
合   計

5
0
5

1
1
2
1

第1戦
第2戦
合   計
（P K）

0
2
2
3

広島 札幌 横浜FM 甲府 川崎F 町田 新潟

1
0
1

第1戦
第2戦
合   計

4
2
6

J1J1J1J1J1J1 J1J2
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名古屋がPK戦で新潟を破った長崎、富山はJ１クラブを破ってプレーオフラウンドへ進出

62,517人が詰め掛けた決勝

Ｊリーグ全クラブが参加する新しい大会方式となった32回目の「２０
２４ＪリーグYBCルヴァンカップ」。1stラウンドでは異なるカテゴ
リー同士の対戦が多く、Ｊ３クラブのホームスタジアムをＪ１クラブの
ファン・サポーターが訪れるなど、これまでにない各地域の活性化が
見られた。

プレーオフラウンドにはＪ１から8クラブと、Ｊ２からＶ・ファーレン長
崎、Ｊ３からカターレ富山が進出。長崎はジュビロ磐田と浦和レッズ、
富山はモンテディオ山形、清水エスパルス、ヴィッセル神戸と、上位
カテゴリーのクラブを複数破って躍進し、同ラウンドに進出した。

決勝は名古屋グランパスとアルビレックス新潟が対戦。ルヴァンカッ
プにおける最多入場者数となる62,517人が国立競技場に詰め掛
けた決勝は、PK戦までもつれる激闘となり、名古屋の優勝（3年ぶ
り2度目）で幕を閉じた。
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昨シーズンまではＪ１の全クラブとＪ２の2クラブ（前年度Ｊ１クラブ）の合計20クラブが参加する大会だったが、今シーズンはＪ１、Ｊ２、Ｊ３の全
60クラブが参加する大会方式に変更となった。また、1stラウンド、プレーオフラウンド、プライムラウンドという3つのラウンドに分け、AFCチャン
ピオンズリーグ2023/24ノックアウトステージに出場した3クラブ（川崎フロンターレ、横浜Ｆ・マリノス、ヴァンフォーレ甲府）は、プライムラウ
ンドからの出場となった。

57クラブが出場した1stラウンドでは、異なるリーグ同士の対戦において、下位リーグのクラブが上位リーグのクラブをホームに迎えた38の
試合が行われた。

プレーオフラウンドは10クラブ、プライムラウンドは8クラブで争われ、それぞれホーム＆アウェイ方式で行われた（決勝を除く）。

これまでのルヴァンカップにはなかった異なるカテゴリー同士の対戦は、大きな盛り上がりにつながった。特にＪ３クラブが上位リーグのクラブを
迎えた試合では、ヴァンラーレ八戸がクラブ史上最多入場者数、ガイナーレ鳥取、ＦＣ今治が今シーズン最多入場者数を記録するなど、多くの
ファン・サポーターがスタジアムに詰め掛けた。

プライムラウンドの各試合で行った、来場者が無料で参加できるアトラクション。「シュートチャレンジ」と「ド
リブルチャレンジ」の2つがあり、参加したお客様にヤマザキビスケット社のお菓子をプレゼントした。決勝
では「スルーパスゲーム」を実施し、約2,000人が参加した。

国立競技場で行われた決勝の前座イベントとして、キッズイレブンによるドリブルリレー、シュートゲーム
対決をピッチ上で実施。決勝進出を決めたクラブの各試合会場で、キッズイレブンのイベントに参加し
た子どもたちの中から抽選で11人（計22人）が、「ルヴァンカップファイナルキッズイレブン」として出場。
1stラウンドからプライムラウンド準決勝終了までの全69試合で実施した「ルヴァンカップキッズイレブ
ン～クラブといっしょにファイナルを目指そう!!～」には累計約14,000人が参加した。

２０２４ＪリーグYBCルヴァンカップでは、特別協賛社のヤマザキビスケット株式会社とのコラボレーションでさまざまなイベントも行った。
１
ｓ
ｔ 

ラ
ウ
ン
ド

プ
レ
ー
オ
フ
ラ
ウ
ン
ド

プ
ラ
イ
ム
ラ
ウ
ン
ド

2023シーズン 2024シーズン

Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３
全クラブが参加する
ノックアウト方式

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
ジ

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

Ｊ１全18クラブとＪ２
2クラブ（前年度Ｊ１の
17位、18位）の
20クラブを5つに分け、
各グループでホーム＆
アウェイ方式の
リーグ戦

グループステージの勝
者8クラブで
ホーム＆アウェイ方式
のトーナメント戦
（決勝は1試合）

A B C D E

18
クラブ

2
クラブ+J1 J2

A
A

B

B

C

C

D

D

E

E

サッカーパーク

キッズバトル

決勝の来場者でヤマザキビスケット社製品を持参された方を対象にしたイベント。来場者に持参いた
だいたヤマザキビスケット社製品を「ルヴァンCAM（スタジアム内カメラ）」にアピール。当選者には選手
サイングッズなどの豪華景品をプレゼントした。

ヤマザキビスケット社製のお菓子とコラボレーションした決勝限定の特別スタジアムグルメ全13
メニューを19店舗で販売した。

Excite with Levain!

スタジアムグルメ

4,844人

クラブ史上最多入場者数

を記録
7,677人

今シーズン最多入場者数

を記録

大会方式の変更Change formats 大会方式変更による効果Effects of format changes

イベントEvent

1stラウンド２回戦のヴァンラーレ八戸vs.鹿島アントラーズ
はクラブ史上最多入場者となる4,844人を記録

1stラウンド２回戦のガイナーレ鳥取vs.浦和レッズは
7,677人の入場者を集め、鳥取の今シーズン最多を記録
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人間が地杶を㙗していることが
分かったから、⦇も◅ꁁ憇碛を

峎らすり磝みをしたいと思いました。
9塶㵸学生

⦇が㚺われば、
ֽ撜さんֽ夳さんֽ⩖ちん、⩝生、♧間、
⹘鷼、みんなも㚺わってくれると思う。
サッカーっと続けられるようにしたい。
地杶を娘さない、ِإを出さない、
ٓノを大⮉にしてꝎく使う。

8塶㵸学生

自分の骰鲣なところから
できることが多くあると感じた。

扛杼のない疗㍱で、
できることからり磝もうと感じた。

⟊閾縖

ٓノを大⮉にしてꝎく使う。
塶㵸学生

䕛㯸はサッカー大好きなので、
これからもサッカーを続けられる環㗞を、

みんなで㱤っていかなければ
いけないと、⫋澬鏀できました。

⟊閾縖

僗⺲なサッカー選手が曍⩝して
環㗞のことについて氦⟓されていることを
湳って、環㗞についてまだ縒えることの
なかったサッカーをしている䕛㯸や
⺱じ世代の㯸どもたちも艄⽏を䧏つ

きっかけのץとつになるのではと思った。
⟊閾縖

こんなに嚀氳敯媲に
なっている◄や、自分たちでできる◄が

骰鲣にたくさんある◄など、
荇々と湳ることができてよかったです。
サッカーを䑴䭤するのはもちろん、

選手鷼と一稇に環㗞ゖ갭にり磝むのは
一体感が出ていいですנ

⟊閾縖

荇々と湳ることができてよかったです。

選手鷼と一稇に環㗞ゖ갭にり磝むのはサッカーをするためには
地杶を大⮉にすることが
䑒釐だと思った。
⟊閾縖

みんなで楽しく鶟めて车くことの大⮉さや、
人人の地杶峪倉に対する䙫閁を
㚺えていくことの大⮉さを学べた。

⟊閾縖
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Ｊリーグに気⠮㚺動対瓀と地域創生を礘めて社会鐐갭にり磝もう
と「サステナلリティ鼧」が氦餉して2䇗泘。☪䇗から、㵸ꄇ⛈◅攐♳
杼◄のサッカー䷷㲜と、鱫◒车㓴车䏔らが気⠮㚺動について鏤
る「サステナトーク」の◅本玮てで全国を㍑る「Ｊリーグ�㵸ꄇ⛈◅
スُイٜフットボーٜツアー for a Sustainable Future supported
by 伺媩㱦榹」を開㡎。初䇗䈱は、は宾道コンサドーٝ儘䆔、は
极杶まで60クラブのうち15クラブで、硜1,900人の㵸学生へ⺸け
て活動した。

㵸ꄇ⛈◅攐♳杼◄とＪクラブの現䏔選手やOB選手によるサッカー
䷷㲜。㵸学13䇗生、㵸学4~6䇗生の⺨64人が、ؗ ؚーِングアッ
プ、ドリブٜやリフティングの㓹灄䤗软のデٓンストٝー٘بン、ِ ؼ
。ーّ璡を体꽦أ

铺䅨زーّと㵸学生زーّの鍱合など、㲔饧も◫えながらサッカー
をともに楽しみます。70分間のサッカー䷷㲜で、サッカーを鵟じたㄎ
びや♧間とともにプٝーする楽しさを体感していただきました。

SCHOOL
䷷㲜

VOICE
⹆ⱶג㯸־הגלの㚜

サッカー䷷㲜

昃倄、大ꦞ、台겧などの樟䅻気霄をもたらす気⠮㚺動とサッカーの
関係を湳ることで、この⩝もサッカーを楽しめるようにするために
は、どのようにすれば荁いのかを学שサステナトークをサッカー䷷㲜
と合わせて開⤹。

2100䇗の㛾気◀㕔が炐された日本地㍲を見せると、㯸どもたちから
は꿮きの声が多く┕がった。「☪よりもっと倄い気峪┖でサッカーが
できる？」という㵸ꄇ⛈◅攐♳杼◄からの韬ゖには「できない」と
㯸どもたち。
䷷㲜の僃䏲には、CO2を⹜し、地杶峪倉ꡔ塛に大きく靹春してく
れる「叜」へのْッجージを仜に傴き鱮み萔儒と⪦に䧏ち䅯ります。

サتテػトーク2
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Ｊリーグ 鱫井行�㵸野⛈◅

-「Ｊリーグ�㵸ꄇ⛈◅ スُイルنットٍールؓصー
 for a Sustainable Future suppor ted by
伺媩安榹」⩕年を䨕り鲭って。

㵸ꄇ⛈◅攐♳理◄♓┖、㵸ꄇմ瑬1㍑から多くの亠にご力いた
だき、㯸ども泘稗に玮ってどうしたら楽しんでもらえるかと、夵㍑アッ
プデートしてきました。荁いزーّワークで、楽しく、㯸どもたちを笑顔
にできる会になっていますנ。

鱫◒车㓴车䏔♓┖、鱫◒մその劬になっているのが㵸ꄇさん。
䌕鴙されて、儔全の世代に杼㷍䥁きで「サッカーって楽しい」と感じる
体꽦をしてしいとの思いを⛊いました。そこでＪリーグというプラッ
トフؚーّを使ってもらえればと㡎まった。一樑の泘氳は「スُイٜ
フットボーٜ」の⺲の鵟り、ボーٜや♧間と⺸き合って、㵸ꄇさんと一
稇に笑顔のあרれる会にすること。ポジティブなエ؟ٜؾーが、スタッ
フ、さらにパートナー♿業にも⚥䲭し、㍑をꄆנるごとに荁いものに
なっています。

㵸ꄇմみんなで⹚泸も鐐갭も銧い合えています。㵸学13䇗生の⛥
学䇗と、46䇗生の高学䇗との◅鼧⯆でやっていますが、䎎初は⛥
学䇗からだったꯂ樑を鴫にしたことも一❆です。高学䇗は体も大き
く、䏲ⶐだとコーزꢛも体力氳にきつかったんですנ笑。全力で◅
鼧とも楽しめるようにと䬠勅したら、け⪌れてくださった。より笑顔
で㯸どもたちと触れ合える侇間が増えました。

鱫◒մ㵸ꄇさんを鬨に、スタッフもアイデアを域々に出してくれます。
サステナトークで2100䇗の㛾気◀㕔を磆☭するパٜؾも、䎎初は環
㗞泸のٌーًّージにあった⫝洠をそのまま使っていました。でも

「アْؼで見せた亠がいいのでは」という䙫見があった。㜀が娕をか
く、ꦲの泘が㍑る、イカが㘟を⺷く。そんなイラストにしたら、㯸どもた
ちの食いつきがⱇ氳に㚺わりました。

2024䇗4僖から、は宾道コンサドーٝ儘䆔、は极杶まで60クラブのうち15クラ
ブで硜1,900人の㵸学生に⺸けてサッカー䷷㲜とサステナトークを车ってきたＪリーグの
㵸ꄇ⛈◅攐♳杼◄と鱫◒车㓴车䏔から、このプロジؘクトに対する思いを绂いた。

鱫◒մ㲔は㵸ꄇさんのサッカー䷷㲜に「サステナ、くっつけられない
の」と䬠勅したのは⦇ではなく、☽の杼◄でした。それがまうれしく
て。㯸どもたちはサッカーを楽しんで「この楽しいサッカーを続けるに
は、気⠮ってとっても大◄なんだよ」と鏤り䫇ければ、碛泡に繰を⥝け
てくれます。ⱶえて⟊閾縖の亠々の多くは、㵸ꄇさんのご活躍をリアٜ
タイّで湳る世代。その㵸ꄇさんが「大◄なことですよנ。ֽ 㯸さんの
儔全を一稇に㱤りましう」と銧ってくれたら、それはもう笑。ֽ 㯸
さんの儔全を㱤ることと、サッカーを㱤ること。大紶⺲分としても、丝
合性があると感じています。 とはいえ、サッカー䷷㲜⯥䏲の1015
分で全ては⚥えられません。ちうどＪリーグで、㵸ꄇさん、中兎䞣⯹
さん、⫂榹痞人さんが熭学縖の娡㱤塜多さんに話を绂きながら、気⠮
㚺動について学ש「気⠮アク٘بン動槆」を稴していました。だから
サステナトークで「気⠮って大◄だ」と思ってもらい、動槆のQRコード
がついた㵸ꄇさんのサイン⪌りステッカーを峚し、䅯㱝䏲も学んでも
らえるようにしました。

㵸ꄇմやって本䎎に荁かったですよ。娡㱤さんのֽ話を⛊って⦇自骰
も「こんなことになっちうの」と轿䱡をけました。このままではス
ポーツをする♓⯥に、生きていく┕で大◄な環㗞が㜊われていく。☪

の㯸どもたちは学劅で気⠮㚺動について学ש嚀会もあり、ある爊䈱
のことは湳っています。そこで⟊閾縖にも绂いてもらい、一稇にⲰ䍚し
ていこう、と。鈐㯸のコِٖآؼー٘بンにもつながる☼䫇けになって
います。⦇もサッカーだけに攐するつもりもなかったので、ꪫ氫そう
だと思いました。1侇間ⶐ、サッカー♓㛙にもいろんな学びがある場に
なればいい。❆えば葏鏤などもいいかもしれません。学劅ではテスト
に⺸けたⲰ䍚になりがちだけど、生活やサッカーにつなׅられれば、
㯸どもたちの儔全や、自⟓にもつながります。自分も「䇦いꮽにこうい
うことをしてもらったらうれしかっただろうなあ」と思いますもんנ。

鱫◒մ葏鏤で環㗞を学שとかも、ꪫ氫そうですנ。あと、気⠮が激㚺
しているかもしれない2100䇗に「何塶になってる？」とゖい䫇ける
と、6塶の㯸ってまだ80塶なんです。本䎎に䏘らが生きていく中でبリ
アスに泡ꪫするゖ갭です。
気⠮アク٘بン動槆の⫋生㍑丗も、4僖中伄にリリースして5┒㍑
どに⛈びた䏲、いったん⢥帩しました。それがスُイٜフットボーٜツ
アーのたびに増え、11僖儕侇憠で6┒8,000㍑飃。これが10┒㍑に
なれば、䇗間でサッカー鈝戦に全てくださる亠が1,000┒人どとし
て、その1%の亠が釱绱したことになります。韕⺱の魸が䇶がり、Ｊクラ
ブも⯥⺸きに䨿え㡎めています。

㵸ꄇմ㯸どもたちが大きくなったときに、㵼しでも⦇たちの銧ったこ
とを思い出してくれれば何よりです。すると、中にはまた⺱じように⚥
えていってくれる人も出てくる。⦇も☪の活動の⸉憠は、ٜجジ؛飈䏲
さんのさわやかサッカー䷷㲜です。サッカーでも気⠮㚺動でも、⚥道
䅨になる人が㵧全、1人でも多く出てきてくれたら。その魸が䇶がって
大きくなり、また域世代につながっていけば、と갾っています。

- そのサスػطトークについて。┉釤、つながりが訄い
ようにも思ֻるサッカー䷷㲜と妳⠮㚺動ゖ갭を、どの
ような磬穅で䫇け合わようと縒ֻたのですか。
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鱫◒մ夵㍑、⹆ⱶ縖にご力いただくアンآートで、あるֽ撜さんが
「䕛㯸鐶」と傴いてこんな感䘶を㳝せてくれました。8塶の㯸が「⦇が
㚺わればֽ⩖ちんも㚺わるし、ֽ 撜さん、ֽ 夳さん、⺱碌生も学劅
の⩝生も㚺わるから、自分から㚺わらなき」と銧ったそうです。ֽ 撜
さんも䑏を䣒たれて「自分もできることをやろうと思いました」と。

㵸ꄇմすごくうれしいですנ。サッカーでも、荁い選手になりたいと思
えば、どれだけ穒綗するかは自分域瑬。荁い環㗞をつくることも、一人
一人の车動、自分域瑬ですよנ。そういった䙫⽏でもサッカーとサス
テナは鈐⽰性がありますנ。⦇はサッカー䷷㲜に㝵の㯸の⹆ⱶが多
かった憠も䑏に墦りました。なでしこジٔパン日本㝵㯸代表やWE
リーグを見て、自分もサッカーをやってみたい、という㝵性が増えてき
ているなと。一䈱、どこだったかな。僃初は⹆ⱶしていた一人の㝵の
㯸が、できないと思ったのか鵍中でمッزから出ちったんですよנ。
でもその㯸も「一稇にやろうよ、やろうよ」と声を䫇けたら䢙って、⼽り
の㯸も力してくれて、僃䏲はすごく楽しんでくれた。
鱫◒մ㵸ꄇさんが┕手なんです。夵㍑「サッカー、初めての㯸は？」と
手を䧸ׅてもらい、僃初はつきっきりで䷷える。すると┕手な㯸が、☽
の㯸に䷷えてあׅる⩞俌が出てくる。⚥わっていくんです。

㵸ꄇմそういうものを見られるのもꪫ氫いです。磵㷀、䷷わって学ש
のではなくて、見て学ש。本䎎に大◄なことだと自分自骰も思ってき
た中で、いろんなし׃さ、動⛼が㯸どもたちに見られていると㲔感しま
す。だからこそ、⦇らは本䎎に荁い見本でなければいけないですנ。

- ⩗実した孨動を鴜らていると伝わってきます。その
╈でⷄ霄に墦った⭳来◄はありますか。

㵸ꄇմ現䏔侇代♓┕に、気づきが多かったですנ。気⠮㚺動へのり
磝みにしても、こうして鱫◒さんが氦⟓したことで、いろんなクラブが
澬㲔に㵼しつ艄⽏を䧏ち、学ׯうとしている。そのクラブからまた、
アカデِーやその⟊閾縖の亠、サポーターの亠、いろんな亠々に⚥
わっていく。すると⺨クラブでの攐䐶や地域性が生まれ、何かを㚺えよ
うという声も生まれる。癨ⶡなことではないですけれども、㵸さなこと
をコツコツやっていけば䑒大きな力につながる。そのためにも、こ
の活動を禆続していかなければと思っています。

鱫◒մ気⠮㚺動対瓀への韕⺱が䇶がりつつある☪は、みんなで現敯
を湳る壿꣪です。リーグ、クラブの◄業でどれだけ峪㲜効果؝スが出
ているかといった䗯㕔を、꤉さ⪜開してحロに鲣づけようと、まは
䙫閁と车動を㚺える。でも⠕々でできることというと、⬈䢢の峪䈱を┖
ׅるだとか、䡘䜇、岲靿のイْージになりがちです。そうではなく、環
㗞靷蕔の㵼ない☼磝みづくりこそがꄆ釐です。そこへつなׅるため
の、☪はⲂ颦僿間と縒えています。❆えば、鍱合日のスタジアّ车きف
スをCO2の出ない髪にするとします。自媩体だけでやろうとすると
「なサッカーだけに爑ꄋを使うのか」という話になる。♿業だけが
やろうとしても、コストがかかり、兢❆や釨⯆も꤃㙆になる。でもＪクラ
ブが関係⺨所をつなׁ、鍱合日♓㛙は地域の亠々に使ってもらうよう

にする。気⠮㚺動対瓀に韕⺱する亠々が、「その爑ꄋの使い亠いいנ」
と銧ってくれれば自媩体も動く、♿業も靷䥵が峎る。そんなרうにつ
ながって、新しい☼磝みができる。クラブは地域のـブとして、大◄な
䏔Ⱏを䥵える⺎耆性を䧏っています。

- ーを通じ、ＪリーグやＪクラブのできること、⺎耆ؓص
䓪を感じらた憠もあるかと思います。

㵸ꄇմまはこのり磝みを続けていくこと。そして、サッカーの楽し
さにⱶえて「㵧全ではなく、☪から日本代表を泘䧗すんだ」といったこ

とも⚥えたい。䙫閁が㚺われば、日々の车動も㚺わっていく。この活動
を鵟し、㯸どもたちと䫘して䷉めて感じられていますので。

鱫◒մ現場を㍑ることにⱶえ、韕♿業などの♧間を増やすことも
⦇の☼◄です。このスُイٜフットボーٜツアーの価値をより⺎釱
し、韕いただける♿業を増やせれば、こうしたり磝みやＪリーグ自
体も䧏続⺎耆性が高まる。そのためにも、中骰が大◄になります。より
荁いものをつくりつつ、♧間を増やす、という┸魸で活動を続けていき
たいです。

- 鋼る先のＪクラブはまだまだ⪒㎁にあります。
2025年♓の思いを。

乃諰儒⢸僼日新绂社

1979䇗9僖27日生まれ。ꪐ㹭洈出骰。1998䇗、宣⽰ٝッثにⱶ⪌。
日本、؛ランر、ドイツ、؛ーストラリアの7クラブでプٝー。フؘイエノー
ٜト㏇盈侇にはUEFAカップ現・UEFAٙーロッパリーグで優ⳏを
磬꽦。FIFAワーٜドカップには1998䇗、2002䇗、2006䇗と3大会
連続で出場した。2023بーثン磙▼䏲に現䏔を䌕鴙し、2024䇗1僖
14日に宾道コンサドーٝ儘䆔のアンفサرーに㶨♳。2024䇗から
Ｊリーグ攐♳杼◄もⳉめる。

1968䇗生まれ。بーカٕックب ッ٘プで⥸いたのち、99䇗からパタإ
ア典◹・岻隴ストアにⳝⳉ。2000䇗に塜社として⪌社䏲、2009ؼ
䇗から2019䇗まで日本支社Ꝏをⳉめる。パタؼإアを鴙绷䏲は社会
活動㳃・خーلٜٔبジؾスコンサٜタントとして、♿業やNPOのل
ジ٘ン・戦樋瓀㲊に携わる。2022䇗 、Ｊリーグ社㛙杼◄に㶨♳し、綇
2023䇗に㓴车䏔に㶨♳。サステナلリティꯛ域を䥵䎎している。

㵸野 ⛈◅ 鱫井 行
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2024 J.LEAGUE

Ｊ
䃷㽂نロンذーֿٝ⨣ⳏ

րذイٚイنＪリーグؓٝٔزؓةンة
 powered by 明治安田ց
⤹ꝧךトّؖق・イذ

րＪリーグインذーب٘ػ ثリーبルػ
powered by docomoցꝧ⤹

ր明治安田Ｊリーグ٠ールغ
 poweredةンٝٔز
by docomoցꝧ⤹

ր2024年˘Ｊリーグの日
˙攐⮯♿槆発辐会ց
ꝧ⤹

րeＪリーグ eFootball™ 
ンցثーب2024
嘦宕・マリֿتؿ⨣ⳏ

րＪリーグٝٔبンؓ ؚؗーثց
ꝧ⤹

ր明治安田Ｊリーグցꝧ䆠

社稀会ֽצ
舂侇杼◄会ꝧ⤹յ
野々村芳和ֿ
♳⫋מマンؘؓز

րＪリーグ�㵸野⛈◅ ットٍールنマイルت
ー for a Sustainable Futureؓص
supported by 明治安田ցֿ 㡎Ⳃ

րＪリーグYBC
ル٥ؒンカップց
⺲㷑グٚンֿتق⨣ⳏ

ր明治安田
Ｊリーグց
岲姡エقتルֿت
⨣ⳏ

րＪٗーتカップց東京٥ؘルディ
ٗーֿت⨣ⳏ

րＪリーグYBCル٥ؒンカップցꝧ䆠

ր明治安田Ｊリーグց
٥ィッجル烕䢔ֿ⨣ⳏ

Ｊリーグؚؓؗーث
嘦宕ؓリーךػꝧ⤹
僃⨣熓鹟䣆韛٥עィッجル烕䢔
塡諰㇙硔鹟䣆

ր明治安田
Ｊリーグց
㛻㲯ؓルディーֿٔة
⨣ⳏ
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YOSHINORI MUTO

僃⨣熓鹟䣆韛

塡諰 ㇙硔

٥ィッجル烕䢔

岲姡エスパٜスがＪリーグ初優ⳏを䡗し鷈ׅ、䇗♓全3بーثンשりにＪの舞台に鲭り⾩くこととなった。☪بーثンは、佤بーثンに䌕き
続き熤蜗䑽㱳泃涍のもと、Ｊ㷍䧗の戦力で䷍䱡氳なサッカーを㷣開。瑬9疐からは7連ⳏを鋗ꎰした。攐にٌーّでは15ⳏ3分1䷴と㏆⠠氳な䍚さ
を見せ、大ⳙのフؒン・サポーターの⯥で1鍱合を墦して優ⳏを婊めた。また、リーグ僃㵼の27㜊憠、瑬15疐から20鍱合靷けなしと、㔋㱤が攐Ꝏの嘦宕
が僃磙疐で2⛣を澬㲊させ、1䇗でＪ䐝䅯を果たした。Ｊ伭劲プٝー؛フはフؒジアーノ㹭㸓がⳏち┕がり、Ｊへの僃䏲の⮉瑞をつかみった。

٥ィッٜج烕䢔が連釜を䡗し鷈ׅた。槄榹لٜحアやサンフٝッؘز䇶㼖がリードする僿間がꝎかったものの、磙泅戦の瑬35疐から꺙⛣の䈳を閵ら
ٌ、ーّに優ⳏの⺎耆性が墦された僃磙の瑬38疐でもⳏ⮵し、2⛣の䇶㼖にⳏ憠4䄐をつけてزその3。 ーّのフؒン・サポーターと⪦に堼ㄎを
⽏わった。相手ꢛ⫂からのプٝスـ、 ードワークは☪بーثンも⢸㏇。大鳠ⲭ█、塡諰㇙硔など日本代表や埪䃸クラブでの磬꽦を䧏つ選手に䌕っ䍖られ、
⺨選手が䧏ち⽏を氦䭙した。⸁くなった選手㷺がزーّ⫂に琂◁力を生み出し、⺮榹㰏车泃涍の䄆みな颯榫もあって国⫂㛙の大会を戦い䥁いた。
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٥ؔッجル烕䢔ռ72ս1
2
3

サンنレッチェ広㼖

FC槄榹حルؓل

ռ68ս

ռ66ս

ⳏ憠

清水エスパルスռ82ս1
2 嘦宕FC ռ76ս

3 Vؒن٬ーレンꝎ㽂ռ75ս

ⳏ憠

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ռ66ս

ռ65ս

ռ56ս

ռ54ս

ռ52ս

ռ52ս

ռ52ս

ռ50ս

ռ50ս

ռ48ս

ռ47ս

ռ45ս

ռ42ս

ռ41ս

ռ38ս

ռ37ս

ռ35ս

ٓン؛ؔظط山䎬

㹭山ؿジؓーؒن

⺏♁ذル؝ي

ジェػٗنイطッغⶉ蜗

䐵㼖٥ؚルؔطス

いわき

ブラؗブリッص熤榹

レؒنؿ山

ロؓッخ挪儖

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ռ66ս

ռ65ս

ռ64ս

ռ61ս

ռ55ս

ռ54ս

ռ54ս

ռ53ս

ռ46ս

諰冾

٥ؒンؚنーレ榻䈡

水䢔ٌーリーٌック

㛻⮆トリؼーذ

䚁㨽

剗儒

뛈⩩㼖ٗػイطッغ

スパ紮껊ا

13

14

15

16

17

18

19

20

ռ46ս

ռ45ս

ռ44ս

ռ43ս

ռ40ս

ռ34ս

ռ30ս

ռ18ս

㛻ꡉفン؝

뛈㼖ؓントラーث

典◹٥ェルؔظ

FC典◹

䃷㽂نロンذーレ

嘦宕F٬ُ リؿス

㛻ꡉخレッج

⺲㷑グランパス

スパ焰㹭لؓ

宣⽰レッث

◹齉サン؝F.C.

崻يルُーレ

ؓルلレックス二弓

分レイخル

ジٖلロ濗榹

宾鷹ؤンサغーレ儘䆔

サ؝ン둊割

伺媩安榹J2リーグ伺媩安榹J1リーグ

Ｊ劲 Ｊ劲Ｊ1伭劲

26 27



20
24

 J.LEA
G

U
E

20
24

 J.LEA
G

U
E

佤بーثンの㛾永兵釜縖である䃷㽂フロンターٝが、⺱じくリーグ曓縖の
٥ィッٜج烕䢔を1-0で┖し「ＪＩＩ」3䈱泘の優ⳏ
を果たした。⯥㍑を┕㍑る52,142人の⪌場縖が見㱤る中、⯥ⶐは一鶟一鴙
の㷣開が続きスコアٝスでـーフタイّを鲛えたが、䏲ⶐ開㡎泡䏲の48
分に鍱合が動いた。䃷㽂が⺓サイドで䐂たフリーキックで、キッカーの悌
嘻がإーٜ⯥を斤ったクロスを䷑つ。ボーٜは烕䢔のGK⯥䃷랽█が
䍧いた䏲、㸓賊がクリアを鍱みたところ、体を㳝せていたフؒ ンؘٜؗ
ْスآٜآン꤀の⺓餉に䎎たり、そのままإーٜؾットにい鱮まれた。
この1憠を㱤り⮉り、☪بーثン僃初のタイトٜは䃷㽂が暠䐂した。

アジアのクラブٔزン؛مンを婊めるACL 2023/24に、日本からは嘦宕・ُ リノス、٥ؒンフؚーٝ榻䈡、䃷㽂フロンターٝ、宣⽰ٝッثの4クラブ
が出場し、嘦宕FMが婊ⳏに鶟出。アٜアインアラブ꺙Ꝏ国連黅との婊ⳏに2鍱合合銶3-6のスコアで䷴れ、嶖優ⳏとなった。榻䈡はＪクラブと
して初めてACLのグٜープステージを突破し、يスト16の䡗竮を⹜めた。

大㲯アٜディージٔが1䇗でＪリーグへの鲭り⾩きに䡗Ⱶした。新たに㶨♳したꝎ很䐿泃涍が曍いるزーّは、開䆠から12鍱合靷けなしの好スタート。
瑬8疐からはその䈳を一䈱も閵ることなく、瑬32疐で自動伭劲兢♭の2⛣♓⫂を澬㲊すると、続く瑬33疐には5鍱合を墦して優ⳏを婊めた。稀䐂憠は
リーグ1⛣、㜊憠の㵼なさは⺱2⛣と䷍㱤に㱦㲊感のある戦いשりだった。大㲯と⪦に2⛣で伭劲したのが、Ｊ⪌会5䇗泘の☪媩。一侇は11⛣にꯂ⛣
を┖ׅたが、瑬25疐からは2⛣をキープし、瑬36疐で䒝갾を鷼䡗した。Ｊ伭劲プٝー؛フではカターٝ㳪㸓がⳏ⮵し、䗉갾のＪ伭劲を䡗し鷈ׅた。

伺媩安榹J3リーグ

⺲㷑グランパスが婊ⳏでアٜٝلックス新弓とのPK戦までもつれる
激闘を⯆し、3䇗שり2䈱泘の曓縖に魞いた。ꦞにもかかわらリーグ
カップ戦⺒┕僃多、بーثンのＪリーグ⪜䌋鍱合僃多となる
62,517人が国玮琂䤗場に鎅めかけた一戦は、31分と42分に姧◒银⛫
が玮て続けにإーٜを㝥い、⯥ⶐで⺲㷑が2憠をリードする。鴑いかけ
る新弓は65分に3人を◫代して䷍䱡を活性。71分に隴宾习が1憠を
鲭して⹚䱡ののろしを┕ׅる。泡䏲の72分にも2人をمッزに鴜り鱮み、
その一人の㵸見嬣㜀がアディ٘ب ナٜタイّにPKを暠䐂。自らキッカー
をⳉめて⺱憠に鴑い♀き、䋝Ꝏ戦に䧏ち鱮んだ。93分にはそのPKを春┕
した中㸓⩡䇶が婊めて⺲㷑が⫋び突き䷑すも、111分に㵸見が⺱憠
ーٜを驂り鱮み3-で120分が磙▼。PK戦は5人全䡗Ⱶの⺲㷑إ
が⯆した。婊ⳏのMVPには☪بーثンりでクラブをꦕれるGKランأ
ラック⺲㷑、大会のٖؼーكーロー韛には21塶の㸓劮ꣁ嘦宕・ُ
リノスがそれבれ選ばれた。
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Ｊリーグインターナショナルシリーズ

-開催目的

-開催概要

-アカデミーマッチ

Ｊクラブが海外クラブと対戦するＪリーグインターナショナルシリーズとしてとして「明治安田Ｊリーグワールドチャレンジpowered by docomo」
「Ｊリーグインターナショナルシリーズ２０２４ powered by docomo」「Ｊリーグインターナショナルシリーズ２０２４ アカデミーマッチ」を開催。

次世代の成長につながる機会創出として、トップカテゴリーの試合に加え、アカデミーマッチを開催した。
招へいクラブからジュニアユース年代のアカデミーチームが来日し、トッテナム ホットスパーとニューカッスル ユナイテッド（共にイングランド）の
U-15チームとU-15Ｊリーグ選抜のアカデミーマッチが実現。それに加え、U-19日本代表とトッテナムのトップチームのトレーニングマッチを実施
した。

トップレベルの試合と共に、子どもたちに対しては、日本にいながら世界レベルのサッカーを体験できる貴重な機会を生み出すことができた。

-サステナビリティカンファレンス

「明治安田Ｊリーグワールドチャレンジ２０２４ powered by docomo」に付随するイベントとして、日本財団とＪリーグが共催でサステナビリティ
カンファレンスを開催。さまざまなスポーツリーグの環境面でのサステナビリティを評価する「Sport Positive Leagues」のランキングで、4年連
続でプレミアリーグ1位を獲得するなど、サステナビリティ面で最も優れたクラブであるトッテナムの関係者を招き、カンファレンス参加者と共にス
ポーツを通じてサステナビリティに取り組む意義を議論した。
カンファレンス参加者と共にサステナビリティ経営を学び、今後のスポーツ界でのサステナビリティ経営に関する大きな学びと行動へのきっかけを
得られる貴重な時間となった。

Ｊリーグインターナショナルシリーズ初の地域開催の試みとして、東京だけでなく広島や京都でも開催した。欧州トップリーグのクラブとのマッチ
メイクが実現し、選手だけでなくファン・サポーターの皆さまにも世界を肌で感じてもらう機会を創出した。

競技、普及、事業の各観点で以下の目的でＪリーグインターナショナルシリーズを開催した。

20
24
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G
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G

U
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Ｊリーグのフットボール水準向上
・欧州トップリーグのクラブとの対戦により、選手・監督・スタッフが世界との差を体感する

サッカーの普及促進と次世代の育成
・欧州トップクラブと子どもたちの接点をつくり、Ｊリーグおよびサッカーの普及を促進する
・ユース世代同士の試合を開催し、育成年代から「世界」を体感する

国内外におけるＪリーグの認知・ファンベース拡大
・欧州トップリーグのクラブとの試合を通し、Ｊリーグのファン・サポーター以外の方にも認知してもらう機会とする

競技

普及

事業

開催日 対戦カード（結果）

明治安田Ｊリーグワールドチャレンジ２０２４ powered by docomo

Ｊリーグインターナショナルシリーズ２０２４ powered by docomo

スタジアム

7月27日（土） ヴィッセル神戸 vs. トッテナム ホットスパー（2-3）

京都サンガF.C. vs. VfBシュトゥットガルト（3-5）

浦和レッズ vs. ニューカッスル ユナイテッド（1-4）

サンフレッチェ広島 vs. VfBシュトゥットガルト（2-5）

横浜Ｆ・マリノス vs. ニューカッスル ユナイテッド（2-0）

7月28日（日）

7月31日（水）

8月1日（木）

8月3日（土）

国立競技場

サンガスタジアム by KYOCERA

埼玉スタジアム２００２

エディオンピースウイング広島

国立競技場

30 31



FO
O

TBA
LL

34մＪリーグが䫟鶟するフットボーٜ䷉ꪵ

40մ選手・㴯⮭⯆䈱䷉ꪵ

42մ選手育䡗

FO
O

T
B

A
LL

32 33



Ｊリーグが推進するフットボール改革

日本サッカーの水準向上に取り組んでいるＪリーグの足立修フットボールダイレクターと日本サッカー協会（JFA）の扇谷健司審判委員長が、今
シーズンのオンザピッチにおける振り返り、選手契約制度の改定、若手育成、審判育成などさまざまなトピックについて語った。
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足立 「Ｊ１からＪ３まで、プレーの強度が上がっていたと思います。昨
シーズンまでも現代のトレンドを意識して、模索しているように思って
いましたが、今シーズンはさらにハイインテンシティ型、高い強度の
フットボールにシフトして、日本が世界トップと戦うためのフェーズに
入ったなという印象があります。ただ来シーズンはそれに加えて、質を
高めていく必要性も感じています」

- Ｊリーグフットボールダイレクターとして1年目のシー
ズンが終わりました。主にフットボールの質に着目
されていたと思いますが、今シーズンのＪリーグをどの
ように見ていましたか。

- 育成の話が出ましたが、短い時間では成果が出にくい
部分だと思います。現在のＪリーグの選手育成について
どう感じていますか。

足立 「もちろん質を求めるには、高い強度が前提になります。僕がサ
ンフレッチェ広島で強化をしていたとき、ペトロヴィッチ監督や森保一
監督ともポゼッションフットボールを志向したことがありましたが、た
だ質を上げようと言っても日々のトレーニングの強度を上げないと質
は上がらないんですよね。今の日本代表に選ばれる選手の特徴の一
つは、高い強度の中でも高いクオリティを出せることです。ですから今
シーズンのように強度が高くなった中でも、クオリティにより目を向け
ていくことが必要な時期にあると思います。特にアタッキングサードの
質は重要です。例えば今シーズンのヴィッセル神戸は最後に仕留める
3人（武藤嘉紀、大迫勇也、宮代大聖）がいて、あの強度の中で3人と
も10点以上取っているわけで、優勝できた理由はそこにあると思いま
す。逆に2位の広島、3位のＦＣ町田ゼルビアはその点が足りなかっ
た。アタッキングサードまで行けるクオリティはある中で、さらにゴー
ル前のクオリティをどう求めていくか。ここは育成においても向き合っ
ていかないといけないポイントです。前線を外国籍選手に頼るという
チームもありますが、神戸は日本人3人が10点以上取っているわけ
で、各クラブでそのような環境をどうつくっていくかも重要なポイント
になると思います。そういった点も含めてハイインテンシティ＋クオリ
ティ、これが来シーズンからＪクラブの目指す一つのチーム像だと考え
ています」

足立 「例えば広島では高校3年生で18歳の中島洋太朗がトップチーム
で試合に出ていますが、彼は高校年代の高円宮杯 JFA U-18サッカー
プレミアリーグWESTの試合にも出ています。同じ世代の井上愛簾も、
Ｊユースカップの準決勝に出て、翌日にはトップチームのアウェイゲーム
の浦和レッズ戦に帯同して、それからU-19日本代表のメキシコ遠征
に行って、帰ってきてからAFCチャンピオンズリーグ（ACL）2のフィリ
ピン遠征に行って、またプレミアリーグWESTに出て……という日々
の中でいろいろなゲーム経験ができています。ただ、彼らが19歳に
なって高校年代の試合がなくなると、後はＪリーグだけになってしまう。
中島のような同世代のトップ選手でもＪリーグに限れば長くて30分
程度の出場時間ですよね。果たして19歳のトップ選手が週1回、30分
の出場で良いのかどうか。もしU-21リーグがあれば、そこで90分間
の出場時間を担保でき、1週間に合計120分間のチャンスが出てきま
す。他の16歳、17歳のスーパーな選手たちもU-18よりもレベルの高
い、厳しい環境でチャンスが与えられます。これまでポストユースの育
成は大学に依存していて、大学で試合に出ているからこそどんどん上
に行っているといえますが、中には4年間は長いという選手もいます。
そこにはいろいろなパスウェイがあって、U-21リーグが合う選手もい
るでしょうし、大卒でプロに入る選手も、高卒でプロに入って違うカテ
ゴリーに期限付き移籍で行く方が良い選手も、海外にポンと行ってみ
た方が良い選手もいる。U-21リーグありきではないですが、パスウェ
イをわれわれが一つしっかりと持つことで、ユース以上・プロ未満の
場所をつくってあげたいという考えで議論をしているところです」

足立 「やはり真剣勝負の場であることです。一つの大会としてお客様に
も見てもらい、一つのパスでゴールを決めるとか、一つのミスで失点して
負けるとか、時には厳しい目にさらされながら、時には拍手をもらいな
がら戦わないといけない。その環境づくりをどうしていくかが大事です。
ユースからトップの間というのは各国を調べてみても、みんな同じような
ところで悩んでいます。でもそこに向き合った国が上のレベルに行ってい
る。もしU-21リーグが立ち上げられなかったとしても、ユース以上・プロ
未満の選手たちにどう刺激を与えるかという施策を打っていくことは間
違いなく必要だと考えています」

足立 「どのクラブも若い選手を育てていかないといけないという思い
は強くなっていますね。期限付き移籍で行かせるのか、自チームで下
から育てるのか、さらにアカデミーにも力を注ぐのかというのはそれ
ぞれ模索中だと思いますが、次世代の選手を育てなきゃいけないと
いう意識はどこも高まっています」

足立 「目の前にはシーズン移行が迫ってきていて、若い選手がどんど
ん海外に出ていってしまうのではないかという懸念も耳にします。も
ちろんわれわれとしても積極的に外に出したいわけではありません
し、選手はクラブの財産です。ただ、外に出すからには高い金額で売る
べきというのがわれわれの思いです。クラブにはそういう意識も持っ
てもらいたいと思っていますし、一つの土台となるプロABC契約も変
えました。今が歴史の変わり目だと考えています」

足立 「今シーズンで一つ印象的だったのは、Ｊ２・Ｊ３で21歳以下の若
手選手がどんどん出てきていることです。Ｊリーグは今年から21歳以
下で印象に残るプレーをした選手を対象に、月間ヤングプレーヤー賞
を設けていますが、Ｊ２・Ｊ３で出番をつかんで対象になる選手が増え
てきています。おそらくこれは選手たちも今の状況を分かってきている

からですよね。Ｊ１に行って試合に出られないのであれば、Ｊ２・Ｊ３で
試合に出てから次に行こうと、そういう時代に入っているのかなと思
います。来シーズンはもちろん、彼らが同じチームでさらに頑張ってく
れるのも良いですし、また一つ上のレベルで活躍して、どんどん未来
への種をまく存在になってくれるんじゃないかなと期待しています」

- 強度だけでなく質も求めると。

- 若手の起用に関しては各クラブの意識の変化も大きい
ように思います。

- 欧州のU-21リーグは飛び級の選手も多く見られます
し、トップチームやU-19との掛け持ちも機能している
ように思います。

- 5大リーグのサイクルに入ることで、移籍金収入も含め
た選手育成の循環が生まれることも期待されます。

- U-21リーグ創設の議論ではどのような点を重視して
いますか。

足立 「われわれとしてはまずＪリーグという作品をどう作っていくかが大
事で、これは揺るぎないものです。その上で『5大リーグにどう立ち向かっ
ていくか』という課題があります。そのためにも若い選手にどう刺激を与

えるか、今いる選手とどう融合させていくのかという環境づくりが重要だ
と思います。僕自身、広島のミヒャエル スキッベ監督など外国籍監督と
も一緒に仕事をしましたが、彼らの意見はみんな同じで『5大リーグのす
ぐ下はＪリーグだ』、『Ｊリーグはもっと自信を持ってやった方がいい』と。
だからまずはそこに自信を持ちつつ、しっかりとＪリーグの中身を上げて
いかないといけないと感じています。その点、神戸のケースがすごく印象
的ですが、5大リーグに行った選手が帰ってきてＪリーグで活躍して、レベ
ルを大きく上げてくれています。ただ、今後はもしかしたら10代後半で海
外に行って20代半ばで帰って来るという形で、そのターンがより早くなる
かもしれないなと思います。またもう一つの動きとしては、世代別の代表
に海外在住の選手もいますよね。彼らは5大リーグに簡単に行けないの
は分かっていて、中にはＪリーグでやってみたいという選手もいるようで
す。例えばそんな選手がユースまで海外でプレーして、トップチームはＪ１
でスタートして、そこから5大リーグを目指すという例も出てくるかもしれ
ません。5大リーグのサイクルの中にＪリーグがどう入っていくかが鍵に
なると思っています。Ｊリーグはその可能性を持っているリーグになって
いると思いますし、Ｊリーグから出てきた日本代表選手があれだけ活躍
していて、FIFAランキングも上がってきている。日本には金の卵が間違い
なくいて、それを育てるポテンシャルもあるリーグなので、そこをどう活か
すかに向き合っていけたらと思っています」

- そうした取り組みを通じ、Ｊリーグの将来像をどう見て
いますか。

足立 「U-21リーグ創設の構想は目的が大きく2つあって、一つがポス
トユースの強化です。高校卒業後にＪリーグで出場機会がなく、ポテン
シャルを発揮できずに終わっていた選手も、もしかしたら試合に出る
ことで20年間活躍できるような選手になるかもしれません。またもう

一つの目的は16歳、17歳くらいでも飛び級で活躍できる選手に、90
分の真剣勝負ができる環境をつくるということです」

- 現在はU-21リーグ創設の構想が進んでいるとのこと
ですが、Ｊリーグとしてはどのような取り組みを考えて
いますか。
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足立 「プロABC契約が策定された25年前はクラブ経営の安定化が
必要な時期で、出場機会の少ない選手の年俸が高いということも指
摘されていました。そこで金額の基準と人数制限をセットで考えて導
入されたのがプロABC契約です。ただ、それから25年がたって世界
の競争環境も変わってきた中で、世界に勝つためにも選手の待遇が
低いことは是正しようという動きになりました。また議論の中では、
25年の間にバスケットボールやバレーボールのプロ化もあって、他の
競技と比べてもＪリーグを競争力のあるものにしていこうという話も
出てきました」

- 2026年からのプロABC契約の見直しは、Ｊリーグの
歴史においても一大改革だと思います。どのようなきっ
かけで見直しに至ったのでしょうか。

- プロABC契約の撤廃によって、どのように変わること
を期待していますか。

足立 「まず期待するのは、規制緩和によってクラブがどう色を出すか
だと思いますね。われわれとしては外国籍選手枠に関する議論もして
いますし、必ずしも選手育成だけを考えているわけではないのです
が、地元に根差したクラブをつくるんだというスペインのアスレティッ
ク・ビルバオのようなチームがあってもいいと思います。逆に勝つため
にたくさんの選手を集めるクラブがあってもいい。そういった個性的
な色を出す機会につながるのではないかと思います。規制緩和の中
で、各クラブがいかに自分たちの予算を守りながら、どういう選手を
育ててチームに集めていくかが楽しみだなと感じています」

- 強化部門の勝負になりますね。

足立 「とりあえずトップチームに上げようとか、とりあえず選手を取ろ
うとか、もうそういう時代ではない。スカウトもGMも身を粉にして、目
を皿にして見ていくことが求められる時代になると思います」

- 強化部門からすると大きなパラダイムシフトだと思い
ます。長年その立場に立っていた足立ダイレクターから
見て、どれくらい困難なミッションだと思いますか。

足立 「難しい仕事だと思いますよ。例えばビッグクラブが1,200万円
をポンと出せる選手に、他のクラブは600万円しか出せないというこ
ともあると思います。ただ、逆にまだまだ見落とされている選手は必
ずいます」

足立 「僕は2023年までクラブ（広島）にいましたが、審判のことは正直
見えない部分が多かったんです。フットボール委員会が発足して、審判と
もどういう作品を作っていくかということがテーマに上がってきた中、扇
谷さんはかなり各クラブに足を運ばれていて、ありがたいと感じていま

した。その中で僕もいろいろ意見したこともありましたが、これからより
変われるのではないかなと思っています。審判も競技者であり、人なので
ミスはあるけど、それは選手やチームも同じです。そういうときに人とし
て話し合って認め合えれば、わだかまりもなく次に進めるわけです。そう
いった環境ができ始めていると思いますね。シーズン移行を前にＪリーグ
全体が新たなフェーズに来ている中で、歴史が変わり始めた1年になっ
たと思います」

足立 「扇谷さんとも話しているのですが、これからの若い審判員、特に
サッカー観の高い、選手出身の審判員をどう養成していくかは一つの
テーマです。フットボールのトレンドが進んでいる中、審判の方々にレベ
ルを上げてもらっているのも事実ですが、さらに一緒に高めていきたい
と思います」

足立 「これでスケジュールは世界のスタンダードにそろいます。そうな
ると逆に言い訳できなくなるので、この準備期間のうちに意識を高め
ていくことが大事だと思います。強化も海外の強化担当との競争にな
り、海外からGMが来る可能性もありますし、すでにそういった動きも
出てきています。日本の強化担当も世界で戦えるよう、Ｊリーグでもき
ちんと方向性を持ってサポートしていきたいと思います」

足立 「日本人はまだ海外のレフェリーに慣れていないので、リーグと
してもすごく良い刺激をもらいましたし、クラブからも前向きなフィー
ドバックがありました。海外のレフェリーは基準がはっきりしている傾
向があるので、そこは日本人の審判員にも学んでもらいたいですね」

足立 「人数制限についてはこれからもっと議論をしていきますが、最
近は選手側も『試合に出られるクラブに行こう』という見る目が肥え
てきていて、ある程度は変更しても良いフェーズに来ているのではな
いかと思います。もちろんプロABC契約の改革だけで海外との競争
に勝てるとは思っていませんが、人数制限は2年後、3年後に向けて
完全撤廃も含めて継続検討していきたいと考えています」

- 選手の待遇改善に加えて、プロ選手の人数制限緩和も
重要なテーマですね。

- チーム編成の変化に関しては、シーズン移行も前向きな
転換点にしていく必要がありますね。

足立 「フットボールの面では良い選手をたくさん出し続けることが一
番だと思います。Ｊリーグの価値を上げるためには選手の質、指導者
の質を上げることが大切で、実際にそうした意識はシーズン移行の議
論を通じて現場に広がってきて、意識が上がってきたのは間違いない
と思っています。意識が上がらないと、環境を変えても現状は変わら
ないので、われわれとしては良い選手を育成することに意識を向けな
がら、そのために引き続き環境をつくっていくことが大事です。移籍を
するときには高い金額で移籍をしてもらう、そのお金で選手を獲得し
てチーム基盤をしっかりつくる、そうしたビジネス規模をもうワンラン
ク上げられるようなアプローチをリーグ全体で行っていくことに向き
合う大事なシーズンになると思います」

足立 「Ｊリーグでは今、野々村芳和チェアマンの下、Ｊリーグをどのよ
うな作品にしていくかという取り組みを進めている中で、良い作品を
作っていくためにはレフェリーの皆さんとも一緒になって取り組む必
要があるということで始めました」

扇谷　「レフェリーは独立したものとして見られがちですが、リーグの
方にも審判に関する議論に入っていただいたり、審判の研修会に参
加していただいたりすることで、お互いの理解が進んできていると感
じます。どうしてもレフェリーのジャッジについてはネガティブな面が
注目されやすいですが、良い試合をつくろうという目標は一緒だとい
うことで、協働することができて非常にありがたいと感じています」

- 来シーズンの展望は。

- Ｊリーグの立場として審判の現状をどう感じていますか。

扇谷 「シーズンを通して耳にするのは、Ｊリーグの方やクラブの方がより
審判に声を掛けてくださるようになったということですね。小さいことか
もしれませんが、研修会や試合会場で控室に来てくださったり、ピッチ
チェックで声を掛けてくださったりというのは本当に心強いことです」

扇谷 「あと、これは細かいことですが、研修会などで審判の補食が話題
になって、それからクラブスタッフの方が用意してくださることがあるん
です。現役審判員から『こんなにやってもらえるとは』という声を聞いてい
ます。そういったことも含めてありがたいシーズンだったなと思います」

足立 「僕も実際に思ったのが、試合前後に選手と審判が整列するじゃな
いですか。そこで今までにないくらい、選手が笑顔で審判団と握手を交わ
す場面が見られるようになったと思います。そういったところからもお互
いの信頼関係が生まれ始めていると感じています」

- 審判の立場から見て変わったことはありますか。

- 外からは見えにくい部分なのでとても興味深いです。
レフェリーの質について、今後の課題を教えてください。

扇谷 「交流はまだまだ増やしていきたいと思っています。もっと日本のレ
フェリーを育てないといけない部分もありますが、カタールでのFIFA
ワールドカップを担当したイスマイル（・エルファス／アメリカ）のような
世界のトップレベルのレフェリーから学ぶ機会は必要ですし、また海外
の若いレフェリーも非常に魅力的で学ぶことが多いです。ACLに出場す
るチームにとってもアジアのレフェリー、特に中東のレフェリーは知って
おいた方がいいと思うので、Ｊリーグに協力していただきながらより取り
組みを広げられればと思います」

- 海外との交流プログラムによって、海外の審判員がＪリー
グを担当する試合もありました。

- 2024年はＪリーグのフットボール委員会にJFAの
扇谷審判委員長が加わり、ＪリーグとJFA審判委員会
が深く協働する画期的なシーズンでした。
この関係性はどのような経緯で実現したのでしょう。
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足立 「やはりチームだけ、選手だけではレベルアップできませんし、レ
フェリーも一緒にレベルアップしないと国のレベルは上がらないと思
います。若い審判員を育成していくというところでも、選手と同じよう
に基準を高めないといけないと思うので、ＪリーグとJFAが協力して
その環境をつくっていきたいですね」

足立 「僕らとしても歩み寄っていろいろな話をすることで、いろいろな
ことを知ることができる。例えば飲水タイムの話で『主審の方はなか
なか水を取れませんね』という話になったのですが、そこからフット
ボール委員会でも話題になって、選手が審判に水を手渡す光景を目
にするようになりました。そういったところで少しずつ景色が変わって
きたのは非常に大きいと感じています。扇谷さんにフットボール委員
会に入っていただいて、さまざまな話し合いをしながら理解し合う意
識が出てきたので、これを機にもっともっと前に進んでいきたいと
思っています」

文　竹内達也

足立 「僕もそれは少し感じていて、選手も意識を変えないといけない
部分があります。もちろん日本人レフェリーの方々にも凛としたもの
を持っていただきたいし、基準をスパッと見せてほしい部分はありま
す。ただ、われわれがもっと呼び掛けていかないといけないと思うの
は、選手がプレーを続ける姿勢ですね。トップレベルの選手は倒れて
も笛が鳴らなければすぐ立ち上がってやるわけです。お客さんも含め
てそういうところに感銘を受けるだろうし、われわれもレフェリーに求
めるだけではなく、そういった基準を高めていきたいです」

扇谷 「まさに一番考えさせられたのは、試合でレフェリーがどう存在感
を発揮し、ゲームをコントロールするかでした。日本人同士だと言葉も
通じるし、いろいろなことも言えるのですが、海外のレフェリーはそうは
いかない。ただその中でも彼らがどのようにコミュニケーションを取りな
がら、試合を成立させていくか。ただ90分で終わらせるのではなく、どう
試合の魅力を引き出すか。その点は非常に考えさせられました」

扇谷 「彼らにとっても海外でジャッジをする経験は必ずプラスになると
思っています。アジアサッカー連盟（AFC）や国際サッカー連盟（FIFA）の
アポイントだけでなく、海外の試合やセミナーに行かせていただきまし
た。コパ・アメリカ（南米選手権）の直前にはメキシコ対ボリビアの親善
試合にＪリーグとJFAが協働して、荒木友輔主審をはじめとする審判団
を派遣しました。あれくらいの規模のフレンドリーマッチはそうそうない
ですが、そういった試合を今後もできればと思います」

- 今のＪリーグは海外を意識することでレベルアップを
目指していますが、その点は審判も同じですね。

- 日本人主審が海外で笛を吹いた試合もありました。

扇谷 「シーズン移行に向けて、レフェリーサイドとしてはＪ１主審のプロ
化を目指すということも一緒になってやっています。非常に大きいのは、
フットボール委員会などでＪリーグの方々とそういった点を率直に話せ
る関係になったことです。審判だけでなくいろいろなことを話せるし、知
ることができて、そこで審判のことも話しています。われわれはそういっ
た環境に対して、どう結果で応えるかを求められていると思います。待遇
については海外との比較もしながら、Ｊリーグと議論を進めていますが、
僕らは求めるだけでは駄目です。もっとレベルの高い競争をつくってい
き、もっと若いレフェリーを育てていかないといけない。より良い作品を
作っていく役目を担っていく必要があると思います」

- 審判員のレベルアップという点では待遇改善も必要だ
と思います。

- おそらく審判の基準の違いもあると思いますが、日本人
審判だったら抗議を受ける場面でも、海外の審判だから
こそ受け入れられていたような試合もありました。選手の
姿勢も異なるように思われましたが、どう感じていますか。

1999年から2017年までＪリーグや国際試合で審判員として活動した後、2022年にJFA審判委員長に就任。
日本の審判員の強化に取り組んでいる。

公益財団法人 日本サッカー協会（JFA）
審判委員長

扇谷 健司／おおぎや けんじ

サンフレッチェ広島で22年間強化やスカウトを担当した後、2024年にＪリーグ入社。フットボールダイレクターと
して、フットボールの魅力向上に向けたさまざまな取り組みを推進している。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）
フットボールダイレクター

足立 修／あだち おさむ
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-選手契約制度

-審判改革選手・審判制度改革

Ｊリーグは、2026年に選手契約制度の大幅な改定を行うことを決定した。現行のプロABC契約制度は1999年に制定したもので、制定当時と現
在の環境の変化をふまえ、プロサッカー選手のステータス向上やＪクラブ間および海外クラブとの競争環境促進、海外クラブ移籍による移籍金獲得
額向上への寄与などの目的に向けて、同制度を改定することとなった。

Ｊリーグの価値向上には、審判の質の向上も重要な要素と捉え、Ｊリーグは日本サッカー協会（JFA）と連携。専業審判の拡大、海外との交流、若手
審判の養成など、さまざまな取り組みを行っている。

Ｊリーグの審判のうち、現在9割程度が
副業として審判を行っているが、専業審
判（プロ審判）を拡大しトレーニング/試
合分析等の時間を確保することで、質
の向上を図っていく。
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改定の主なポイント

専業審判の拡大

JFAと協働する「審判交流プログラム」により、2024年は6カ国の審判を招へい。2025年はさらなる機会拡大を図っていく。
招へい審判の国籍・地域（2024年実績）：イングランド、ドイツ、アメリカ、メキシコ、カタール、ポーランド

ＪリーグYBCルヴァンカップ 1stラウンド
ギラヴァンツ北九州 vs. 大分トリニータ
で主審を務めたエルファス イスマイル氏
（アメリカ）

海外審判の拡大

プロ契約における
ABC区分を撤廃1 2 3
＊2026シーズン（2026年2月1日）から

プロ契約締結初年度の
報酬上限規制を緩和
＊2026シーズン（2026年2月1日）から

審判交流プログラム

プロ契約の基本報酬の
下限を新設
＊2026/27シーズン（2026年7月1日）から

「独身/既婚」、「扶養の有無」に基づいて区別する
上限金額を設定　上限金額：380～500万円

プロCは年額460万円

登録区分 プロ、アマチュア

2026シーズン
（2026年2月1日）

から

改定時期改定後現行

2026/27シーズン
（2026年7月1日）

から

年額1,200万円

同クラブ内で
基本報酬が
同等の選手と

同水準を上限に設定

全選手一律で
上限金額500万円

各クラブ20名

下限なし
Ｊ１：年額480万円
Ｊ２：年額360万円
Ｊ３：年額240万円

プロ契約初年度の
基本報酬上限

プロ契約締結
初年度の

変動報酬上限

支度金

プロ契約の
基本報酬下限

プロ選手の
最少登録人数

登
録
区
分

＊プロA： 基本報酬460万円/年以上。ただし、プロA契約初締結時は670万円/年以下とする　＊プロB： 基本報酬460万円/年以下　＊プロC： 基本報酬460万円/年以下

＊その他、勝利給に関する上限ルールあり

＊プロA初年度は年額670万円

プロA プロB プロC アマチュア

＊プロA契約、プロB契約の締結には以下条件のいずれかを満たす必要有

試合出場時間

もしくはプロC契約締結から3年経過

Ｊ２

900分以上

Ｊ３・JFL

1,350分以上

Ｊ１

450分以上

Ｊ２

プロA：5名

Ｊ３

3名

Ｊ１

20名以上（うちプロA：15名）

制度の主旨を逸脱しない範囲で設定プロA

初年度に限らず、出場プレミアムは、
１試合当たり47,620円プロB

初年度に限らず、出場プレミアムは、
１試合当たり47,620円プロC

専業：1

副業：5

副業：9

2024年 2033年

専業：5

イングランド ドイツ アメリカ メキシコ カタール ポーランド

2024年
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選手育成

Ｊリーグは2024年、育成領域においてさまざまな取り組みを推進した。本ページではその中から、Ｊクラブのアカデミーにおける国内および国際的
な活動の支援、新たな大会方式でのＪユースカップの開催、Ｊリーグインターナショナルシリーズ２０２４ アカデミーマッチの3つを紹介する。

Ｊリーグはアカデミーの領域において、「選手および指導者の成長」、「再現性のあるアカデミーの仕組み構築と発展」、「Ｊリーグアカデミー全体の
底上げ」という3つの目標を掲げている。その目的に沿った「世界基準をクラブ内に構築するための選手や指導者の国際経験の機会創出」ならびに
「選手が定期的な試合経験を積むための国内における試合環境の構築」に関連する活動に対して、Ｊリーグは「アカデミー活動助成金」の支給を通
じて支援を行った。結果として、2024年は合計44クラブ、82の活動を支援した。海外遠征や海外視察、国際大会の主催、国内大会の主催などその
活動は多岐にわたるが、その中から具体的な事例として東京ヴェルディ（U-14スコットランド遠征）、ロアッソ熊本（U-17イングランド短期留学）の
活動を紹介したい。

東京ヴェルディ ジュニアユース（U-14の選手18人、スタッフ4人）は、2024年
7月30日（火）から8月8日（木）までの10日間、スコットランド・エディンバ
ラへの海外遠征を行った。現地ではエディンバラを本拠地とし、スコティッ
シュ・プレミアシップに所属するハイバーニアンFCとの合同トレーニングや
トップチームの練習見学、スコットランドの各クラブとの練習試合などを経
験することができた。
同遠征の目的は、海外での経験を通したサッカーおよび人間力の成長を促
すことと、ハイバーニアンFCとの交流の2点であった。参加した選手からは
「サッカーへ取り組む姿勢や意識が大きく変わった」、「自分にとってサッ
カーを改めて考えるきっかけとなった」などの声が上がった。また、スタッフ
同士の交流促進や、言語の違いを体感することで、語学学習の必要性を感
じた点など、さまざまな面で今後に向けて意義のある活動となった。

ロアッソ熊本U-17の選手2人、スタッフ2人は、2023年12月31日（日）か
ら2024年1月18日（木）までの19日間、イングランド・プレミアリーグの
チェルシーFCへ短期留学を行った。留学期間中は充実した施設でU-18、
U-21カテゴリーのジムトレーニング、フィジカルトレーニング、ボールト
レーニング、紅白戦などにそれぞれ参加した。また、ユースカテゴリーのダ
イレクターからアカデミーの歴史やビジョン、スカウト、コーチの育成、
U-21の監督からはトレーニングプランやチームの規則、試合の振り返り方
やコーチの関わり方などについてそれぞれ学び、それらを通して多くの学
びとクラブが成長するためのヒントを得ることができた。

主にU-15～U-17を対象にした「２０２４Ｊユースカップ　第30回Ｊリーグユース選手権大会」では、新たな大会方式を導入した。1stラウンドでは
Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３の全60チームと日本クラブユース連盟から推薦された4チームの合計64チームを、4チームずつ16グループに分けて総当たりのリー
グ戦を行った。2ndラウンドでは1stラウンドの結果で上位リーグと下位リーグに分けて16グループでのリーグ戦を実施。ノックアウトラウンドでは
2ndラウンドの上位リーグを勝ち上がった8チームにより、トーナメント戦を行った。
この大会方式の変更は、本大会の趣旨「それぞれの成長速度に応じた最適な試合機会を提供する」に沿ったものである。ノックアウト方式のトーナメ
ントだけでなく、リーグ戦もしっかり行うことで試合数を確保し、選手の成長機会を増やした。また、チームとしても柔軟な選手起用が可能になった。
実際に本大会では、普段の活動では最上級生としてプレーすることが多いU-15年代の選手が、年上の選手たちとプレーすることで新たな刺激を
受けたり、オーバーエイジとして出場したU-18年代の選手が自分の経験を後輩たちに伝えながら、自分らの課題とあらためて向き合ったり、
U-16/U-17年代の選手たちがチームの中心としての自覚を深めたりと、選手たちがそれぞれの課題を克服して成長する姿を見ることができた。
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東京ヴェルディ U-14スコットランド遠征（海外遠征）

ロアッソ熊本  イングランド短期留学（小グループでの海外活動）

©TOKYO VERDY

-アカデミーでの国内および国際的な活動の支援

-新たな大会方式によるＪユースカップの開催

1stラウンド
Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３の全60チームと、日本クラブユース連盟から推薦された4チームの

合計64チームが4チームずつの16グループに分かれ、1回戦総当たりのリーグ戦を行う。

1stラウンドの上位2チームを上位リーグ、下位2チームを下位リーグに分け、
4チームずつのリーグ戦を行う。
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2ndラウンド

ノックアウトラウンドへ（次頁）

1位・2位
下位リーグへ

3位・4位
上位リーグへ
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「Ｊリーグインターナ٘بナٜبリーث アカデِーُッز」を、7僖26
日ꄋに「Ｊリーグ選䥁U-15 vs.トッテナّ ٌットスパー U15」、8僖2日
ꄋに「Ｊリーグ選䥁U-15vs.ٖؼーカッスٜ ٗナイテッド U15」のカード
でそれבれ開⤹した。⪜沟靸㍚嫎人日本サッカー会JFAと⥸の┖、
⺨クラブのアカデِーから選䥁された40人の選手たちは、زーّْートや
対戦相手となった⺱世代のイングランド・プِٝアリーグのクラブに所㷯す
るアカデِーの選手たち、㵸ꄇ ⛈◅コーز、中兎 䞣⯹コーزをはじめとす
るスタッフꢛから、さまざまな䡗Ꝏ嚀会を䐂ることができた。⹆ⱶした選手
からは、「宾㛙のトッププٝーٕーたちの骰体耆力の高さやプٝー䍚䈱を体
感し、その中で自分たちがどうすべきかを縒えながらプٝーすることができ
た」といった声が┕がった。また㵸ꄇ ⛈◅コーزからは「䏘らが☪㍑の磬꽦
を鵟して何を感じてくれたかが大◄だと思う」、中兎 䞣⯹コーزからは「多
くの人に鍱合を見てもらえたこと、日䅻氳には鍱合出全ない対戦相手と鍱
合が出全たことなど、全てが選手たちにとって、すごくいい磬꽦だったと思
う。☪㍑のり磝みが選手たちの괊躍するきっかけになれば㭕しい」といっ
た声が┕がった。

Ｊリーグは育䡗ꯛ域にֽいて、Ζ宾㛙を⻠めた鍱合環㗞の丝⤓、Η選手育䡗ができる優熓な䧗㵵縖の育䡗、Θ⫋現性のあるアカデِー環㗞☼磝
み啶疣の3つに嫰力をしている。☪㍑磆☭した◄❆♓㛙にも、䧗㵵縖、テクؼカٜرイٝクター、アカデِーرイٝクターを対霄にした溿⟣、イيン
トなども⻠めてこれら3つの⺸┕につながるり磝みを䫟鶟している。日本サッカーのトップ㷺を䥵うＪクラブのアカデِーは、世界で活躍する選
手を輩出しなければならない。禆続氳に世界で活躍する選手を輩出し続けるために、これからもさまざまなり磝みを禆続氳に车っていく。

-Ｊリーグインذーػシ٘ػルシリーثؓカِظーُッチ

-┩槡で孨驱する鹟䣆を魶⭳し禈けるた״に
2ndラؗンغ┕⛣リーグで1⛣となった8チーّによるトーْػント䡵を车う。

غトラؗンؗؓؠッؿ

㵚䡵カーغ(磵冽) ꝧ⤹日 ّؓةذت

Ｊリーグ鹟䥁ƥ-1ԔڑΤͣռڑトッテػ ・ٌّ ットقتーƥ1Ԕ（1˓3）ڑ 7月26日（ꄋ） 里ֿ┬サッカー㕙

Ｊリーグ鹟䥁ƥ-1ԔڑΤͣռٖؼڑーカッتル （3˓7）ڑƥ1Ԕغイテッػٗ 8月2日（ꄋ） 燔撜㲯ٚグビー㕙

選
手
向
け

鍱⺬梪㗞 トٝーؼング ☔ꝴ䷷罫

指
導
者
向
け

ク
ラ
ブ
向
け

ססラブ斻自ؠ
錃銶ס״גコンサル

宾㛙鸜䏣ס
嚀会䬠❠

18-21塶ס
鍱⺬梪㗞ס
吾鋀

溿⟣
プٞグラّס
㲔产

罫䡗亠嫎
トٝーؼングס
僃新ؗـؗؿס璡

杯㕙סך
㲔饧

ラブؠ
ィーنخィٞن

磝笝 产錃丝⤓

☔免
罫䡗

燯盈ꄋ暠䐂יׄ⺸מ璡

ُネジْント⺸ׄ
溿⟣プٞグラّס㲔产

סンスجラブラؕؠ
サَート

罫䡗
プٞグラّס
㲔产

䷷罫
プٞグラّ
䌕׀禈׀㲔产

宾㛙溿⟣

日本סך
㎁꤀㛻会סꝧ⤹

㛻会梪㗞ס
丝⤓

岲姡
エقتルت
ٗーت

典◹
٥ؘルظィ
ٗーت

サンٝنッؘز
䇶㼖
ٗーت

ٓンテディ؛
㸓䎬
ٗーت

䃷㽂
ーٝذロンن
ー1Ԙ

뛈⩩㼖
غイテッػٗ
ー1Ԙ

٥ィッجル
烕䢔
ー1Ԙ

نؘة
غイテッػٗ
千蜗
ー1Ԙ

ԏ - Ԑ

ԏ - Ԑ

Ԑ - ԏ

ԏ - ԏ
ŶĎ Ԗ - Ԕ

Ԏ - Ԑ Ԑ - Ԓ Ԏ - ԏ
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48մローカٜ露出䍚に⺸けて

50 ティング戦樋آン to Cُーثーب2024
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リーグ

明治安田Ｊ２リーグ

試合

第26節(2024年8月11日)

対戦チーム

ロアッソ熊本

スタジアム

レゾナックドーム大分

日付

7/5

番組

テレビ静岡（ただいま！テレビ）

7/6 SBS（みなスポ！）

7/7 テレビ静岡（おは・スポ！サンデー）

7/8 テレビ静岡（ただいま！テレビ）

7/8 SBS（Li VEしずおか）

日付

7/9

番組

K-MIX（MOVE ON！）

7/9 SBSラジオ（ヒデとキトーのフットーク）

7/10 静岡第一テレビ（everyしずおか）

7/12 静岡第一テレビ（everyしずおか）

7/12 静岡朝日テレビ（スポーツパラダイス）

リーグ

明治安田Ｊ３リーグ

試合

第15節(2024年6月2日)

対戦チーム

奈良クラブ

スタジアム

東大阪市花園ラグビー場

リーグ

明治安田Ｊ２リーグ

試合

第24節(2024年7月13日)

対戦チーム

愛媛ＦＣ

スタジアム

藤枝総合運動公園サッカー場

ローカル露出強化に向けて

-「60クラブがそれぞれの地域で輝く」の実現に向けて

Ｊリーグは2024シーズンに開幕以降最多の入場者数を記録した。その大きな要因の一つに、各地域での試合結果報道を含めたサッカーのメ
ディア露出量の増加を挙げることができる。Ｊリーグでは、2つの成長戦略の一つである「60クラブがそれぞれの地域で輝く」の実現に向け、サッ
カーの普及促進を図るため、各地域におけるメディア露出を増やすことに注力してきた。各地域でのメディア露出を増やし、サッカーやＪクラブへ
の関心度を高め、サッカーの普及促進につながっていくことを目指している。
2023年４月より、日本サッカー協会（JFA）とＪリーグは、各地域のサッカー協会やその地域のＪクラブ、各ローカル放送局と連携し、30地域
（45都道府県）でサッカー番組「KICK OFF!」の放送を開始した（福島、富山、愛媛、熊本、鹿児島の5県は2022年10月に先行開始）。2024年
4月には、同番組が、福井県、高知県を加えて32地域47都道府県での放送となり、日本全国へ拡大した。「KICK OFF!」の放送開始をきっかけ
に、各地域でのサッカーに関する報道が増加し、全国の民放放送局におけるサッカー情報に関するメディア露出量は、2022年の取組前と比べ
て416％となっている(広告代理店調べ)。
サッカー情報のメディア露出量増加は、各クラブの集客にも結び付いている。特に各クラブの集客注力試合においては、対象試合日前から、地域
のテレビ各局と連携して多くの番組で試合を告知いただき、また、クラブとＪリーグクラブサポート担当が連携し、当日の施策やイベントを企画す
るなど幅広く集客施策を実施した。テレビを中心とした事前の各メディアでの情報発信によって、過去にはない入場者数につながっている。例え
ば、Ｊ２の大分トリニータは、通常時の約3倍となる28,359人の入場者数を記録（明治安田Ｊ２リーグ第26節）、同じくＪ２の藤枝ＭＹＦＣはクラ
ブ史上最多入場者数を1シーズンに3度更新し、2023年比136％の入場者数となった(最多は明治安田Ｊ２第32節vs.清水エスパルス：
10,667人)。各地域での各地元クラブのメディア露出量が増え、関心が高まることで、集客注力試合へ多くのファン・サポーターの皆さまに足を
運んでいただくことにつながっている。
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真夏の一戦を「亀祭」と称し、集客注力試合と設定。Ｊ２在籍として最多入
場者数となる28,359人を記録。通常時の約3倍の入場者数となった(招
待施策無し)。また、この日初めてスタジアムに来場した人は全体の4分の
1を占めた。
試合に向けて、クラブが地域の放送局と連携し、大分県内で通常時の約
2.3倍となった計3時間35分間にわたる試合の告知などを番組内で紹介
いただいた。

大分トリニータ

クラブ15周年マッチを集客注力試合に設定。雨天にもかかわらず、クラブ史上最多(7月13日時点)の9,640人に来場いただいた。通常の来場者数の約
3倍となる。クラブが地域の全放送局を訪問した結果、試合日の約1週間前から前日にかけて10番組(以下記載)で注力試合の告知をしていただいた。

藤枝ＭＹＦＣ

奈良クラブとの生駒山ダービーを集客注力試合として事前告知を強化。
通常時の約3倍となるクラブ史上最多の6,459人に来場いただいた。
事前の放送に加え、KICK OFF! KANSAIとしてスタジアムイベントを実
施した。

ＦＣ大阪

-各クラブの取り組み事例
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ꝧ䆠
FUJIFILM SC

AFCؓؓةカップ

你⚔ײ 你⚔ײ GW
Ｊリーグの日

㛉⚔ײ 㛉⚔ײ

リカ2024ْؓقؤリ◐魸قリ◐魸ق
UEFA ٗーロ2024

リーグ
磙泅䡵

ル٥ؒンカップ
婊ⳏ

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

リーグ
磙泅䡵

12月

THE㎁立DAYにおける☔妳エンؤْذンطンصとのؤラٍ

チآット鞄➢ظジذル広⼔通年٬シーثン╈꣭侇

┕ー㷀での⭳強٬二樑磝立ち؞ ׅ╚に꞊典╈心

ローカル⭳強╚に꞊典♓㛙のローカルエリؓ

ꝧ䆠٬你⚔み僿CP
䦙䏨+TVCMデذةル䇶⼔

㛉⚔み僿CP
䦙䏨+TVCMデذةル䇶⼔

GW僿٬Ｊリーグの仼CP
䦙䏨+TVCMデذةル䇶⼔

6/1（㎻）
뛈㼖 vs. 嘦宕

6/16（日）
烕䢔 vs. 䃷㽂

4/3（姡）
東京 vs. 宣和

4/7（日）
東京 vs. 뛈㼖

4/13（㎻）
槄田 vs. 烕䢔

2/17（㎻）
烕䢔 vs. 䃷

2/25（日）
東京 vs. 嘦宕

7/13（㎻）
東京 vs. 二弓

7/20（㎻）
槄田 vs. 嘦宕

7/27（㎻）
烕䢔 vs. TOT

8/31（㎻）
槄田 vs. 宣和

8/3（㎻）
嘦宕 vs.NEW

8/24（㎻）
嘦宕 vs. C㛻ꡉ

9/14（㎻）
東京 vs.⺲㷑

9/28（㎻）
岲姡 vs. 嘦宕

11/2（㎻）
⺲㷑 vs. 二弓

11/9（㎻）
東京 vs. 槄田

［⭔❆］ ⪒㎁⪦鵟产瓀 ローカルクٚブ产瓀מ╚ ꞊東クٚブ产瓀מ╚
㎁玮ꝧ⤹鍱合

(リーグ䡵)
㎁玮ꝧ⤹鍱合

(カップ䡵յŶƋģՅ

9segs® by M-Force

냕꞊心 ⛥꞊心

鈝䡵ؤ٬ ؓ釤鱮㷺

鈝䡵٬ライト㷺
˥2023年2024עגױ年מ鈝䡵3㍑♓┖

˥鈝䡵磬꽦ֵյ202324年מ鈝䡵ם

Jリーグ湳ַֿיז鈝䡵磬꽦ם

Jリーグ湳ַם

˥2023年2024עגױ年מ鈝䡵4㍑♓┕

鈝䡵٬ꦕ⹚㷺

鈝䡵٬鏀湳未⮵榫㷺

鈝䡵٬未鏀湳㷺

9segs®鐧削٬スذジّؓ鈝䡵のجグْント㲊紶

鈝䡵 9segs®
1 2
3 4

5 6

7 8

9

⛥꞊心
ַםׂגյ⪒ׂ鈝䡵ַםׂגյ鈝䡵ַםךֹא

냕꞊心
䑒鈝䡵ַגյ鈝䡵ַג

1年♓⫂にスذジّؓでJリーグを鈝䡵したいですか

2024シーثン to Cُーؔطآング䡵樋

-ＪリーグのtoCُーؔطآング䡵樋とは

スタジアّ鈝戦を颯憠として、全60クラブのフؒンやサポーターを増やしていくُーآティング活動の稀燡である。⪮体氳には、Ｊリーグと⺨クラ
ブが連携し、ＪリーグIDを鬨として「鏀湳̜関䑏̜全場̜リمート̜㲊浓」という一連の걘㲘体꽦を⺸┕させるり磝みを㲔产している。

2㍑全場いただくライト㷺フؒンに鬇とし、䇗に1「グْントجꄆ憠」ンは、Ｊリーグを湳っていても鈝戦磬꽦のない鏀湳儔⮵榫㷺をثーب2024
䬵することに嫰力した。そのための产瓀として、国玮琂䤗場開⤹や大釨嘗䦙䏨、IPコラボに2023䇗♓┕の◄業◀畀を䤷┖し、新たにスタジアّ
へ餉を鷞んでいただく暠䐂㑔の产瓀を䍚した。また、⯥䇗に䌕き続きローカٜ露出戦樋にֽいても、サッカー樑磝を鵟じた関䑏䘶颯にⱶえ、⺨
クラブが鵟䅻侇より多い⪌場縖丗を泘嘅とした嫰力鍱合の㲘サポートにも力を⪌れた。2019䇗を飃える鷨⸻僃高の⪌場縖丗と、艄⽏関䑏㷺
の䦡大を泘䧗した。
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-⺨鐧削磵冽

ン1,100┒人を鷼䡗し鷨⸻僃高を鋗ꎰした2019䇗を飃え、塷代僃多となる؛ンの⪜䌋鍱合の䇗間稀⪌場縖丗は、イٝブンِリثーب2024
12,540,265人で、⯥䇗奂114.4、2019䇗奂113.6となった。
大きな釐㍔の一つはクラブ丗の㚺催で、ＪリーグからＪリーグまでの全カテإリーが20クラブ⯆となり、Ｊリーグの鍱合丗が「306」から
「380」に増ⱶしたことである。䏲鳭する釐㍔と相まって、Ｊの稀⪌場縖丗は2023䇗から硜192.3┒人増ⱶしている。
˥1鍱合䇖㏯⪌場縖丗に関しては、全カテإリで⯥䇗奂から⛈Ꝏしている

マーآティングKPI

Ｊリーグはフؒン㷺の䦡大に⺸けた걘㲘戦樋を瓀㲊するにあたり、ُ ーآット全体の䤧䭂や产瓀の効果峮㲊をより瞿穠に㲔产するため、걘㲘颯憠
ُーآティングのフٝーّワークである9segs®鐧削を2021䇗䈱から㲔产している。
鐧削は5㷺の「걘㲘مラِッド」に関䑏䈱の釐碛を鴑ⱶしたُッمングであり、スタジアّ鈝戦にֽいては、1䇗♓⫂のスタジアّ鈝戦䙫培、⯥بーث
ンからの鈝戦㍑丗、鈝戦磬꽦、Ｊリーグの鏀湳を㓹に、9つの㷺に分걉を车っている。鐧削は全国の槀㝵2069塶を対霄にインターؾットを鵟じて
㲔产した。鐧削侇僿の㰙疐釐㍔にֽけるスコアの㚺動があるため、鐧削㲔产侇僿である6僖と11僖でそれבれ佤䇗と奂鬳をする。

（鈝䡵㷺յ냕꞊䑏㷺ّؓةذت）グ鐧削磵冽ج9
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6僖僿鐧削 11僖僿鐧削6僖僿鐧削 11僖僿鐧削

10%

5%

6僖僿鐧削 11僖僿鐧削

15%

10%

5%

10%

5%

2022年
（8,548人）（8,724人）（8,691人） （8,486人）（8,715人）（8,673人） （8,548人）（8,724人）（8,691人） （8,486人）（8,715人）（8,673人） （8,548人）（8,724人）

䦮䌺内の人丗ע㍑璻縖丗

（8,691人） （8,486人）（8,715人）（8,673人）
2023年 2024年 2022年 2023年 2024年

0

5

10

15

20
鈝䡵㷺9جグΖΙ

鷨⸻2シーثンのうちに
Jリーグのスذジّؓ鈝䡵あり

2022年 2023年 2024年 2022年 2023年 2024年 2022年 2023年 2024年 2022年 2023年 2024年

6.5% 7.6% 8.2% 7.5% 7.9%
9.3% 15.5% 17.3% 18.5% 16.9% 16.7%18.0%

11.0% 11.8% 12.1% 11.8% 10.6%10.6%

냕꞊心㷺9جグΖΘΚΜ
今後1年♓⫂にJリーグのスذジّؓ鈝䡵をしたい

5壿꣪╈Top2合銶

グΚΜجット㷺9أーذ
23年♓にJリーグのスذジّؓ鈝䡵なし

今後1年♓⫂にJリーグのスذジّؓ鈝䡵をしたい

J1

J1

J1

J1

J1

J2

J2

J2

J2

J2

J2

J3

J3

J3

J3

J3

뛈㼖

FC東京

槄田

⺲㷑

䇶㼖

熤田

׀ַ

剗儒

諰冾

䚁㨽

뛈⩩㼖

焰㼖

YS嘦宕

ꄋ媇

㜧荁

☪治

23,027人

33,225人

17,610人

27,650人

25,609人

4,128人

4,290人

6,238人

4,274人

4,721人

6,596人

1,800人

1,557人

5,435人

1,879人

3,786人

カテإリー クٚブ
ンثーب2024

1鍱合䇖㏯
⪌㕙縖丗

J1

J1

J2

J1

J1

J2

J2

J2

J2

J2

J3

J3

J3

J2

J3

J3

2001

2019

2023

2019

2012

2023

2023

2023

2023

2010

2023

2016

2023

2019

2023

2023

22,425人

31,540人

7,426人

27,612人

17,721人

3,139人

3,491人

5,834人

3,145人

4,386人

5,904人

1,678人

1,469人

5,209人

1,781人

3,711人

カテإリー
（䎎侇）

ン♓⯥のثーب2024*
1鍱合䇖㏯僃㛡⪌㕙縖丗

ンثーب 1鍱合䇖㏯
⪌㕙縖丗

֭1ԙԙԒ-2Ԏ2Ԓبーثン㵚霄

日爊リーグ䡵
THE㎁立DAY

カップ䡵

PSM

クラブ⺒┕僃㛡

クラブ⺒┕僃㛡

J2⺒┕僃㛡

YLC塷♏僃㛡

2月25日（日）

4月3日（姡）

4月7日（日）

4月13日（㎻）

6月1日（㎻）

6月16日（日）

7月13日（㎻）

7月20日（㎻）

8月24日（㎻）

8月31日（㎻）

9月14日（㎻）

9月28日（㎻）

11月9日（㎻）

2月17日（㎻）

11月2日（㎻）

7月27日（㎻）

8月3日（㎻）

東京V

FC東京

FC東京

槄田

뛈㼖

烕䢔

FC東京

槄田

嘦宕FM

槄田

FC東京

岲姡

槄田

烕䢔

⺲㷑

烕䢔

嘦宕FM

嘦宕FM

宣和

뛈㼖

烕䢔

嘦宕FM

䃷㽂F

二弓

嘦宕FM

C㛻ꡉ

宣和

⺲㷑

嘦宕FC

FC東京

䃷㽂F

二弓

トッテّػ

ルتーカッٖؼ

攐墤Ⲗ冽菊愁յFRUITS ZIPPERٚイブ

慈・菊愁璡מ攐墤Ⲗ冽庋⭳

ٍٚؤリング؞イؓントٔة

熤⩕真㛉؆全㕙յؤロؤロِؤックٍٚؤ

Jリーグ ِッ؞ーデザイングッث鞄㚞

Jリーグ٠ールٝٔزغンةյNEXZٚイブ

ٌーّꝧ䆠յ䃷岙ؘؓزマン庋鐄
鿥䄭صٔبールٍتーي

攐墤Ⲗ冽菊愁յブルーロックٍٚؤ
Nissy؆յƋĎǕ-¡Å؆յ㚜⨣・㵸野⹘嘻؆全㕙

րKOBE Tصٔبց⩝浓35,000⺲喋מプٝحント
ٍٚؤ؆מ
儒村カエٚ؆ٚイブ
攐墤Ⲗ冽菊愁յꪂ颋の慈✳榫ג攐⮯庋⭳
Da-iCEٚイブ
慈յ愁菊璡מ攐墤Ⲗ冽庋⭳
攐⮯庋⭳յג鿥䄭յ⩞・ꮟ・菊愁鵽Ⳃصٔبールٍتーي
ٍٚؤ־ַה

鿥䄭յ=LOVEٚイブյ攐墤Ⲗ冽菊愁صٔبールٍتーي
ブルーロックٍٚؤյ؟־ַהブؘؓؗイ
ー٘بローンغ鿥䄭յصٔبؼٗةンٝ؛
ブンブンٔةーٍٚؤ
慈յ愁菊璡מ攐墤Ⲗ冽庋⭳
ブؘؓؗイ؟־ַה

Jリーグインذーػ٘بػルبリーث
ģ_րÅٚイブ

P.K.（Ԕ-ԓ）

ꦞ

ꦞ侇々偟

俔

俔

俔

俔

偟

俔のהꦞ

俔

ꦞ

俔

偟

俔

偟侇々俔

ꦞ

偟

俔

53,026人

49,005人

5,2772人

39,080人

52,860人

49,541人

57,885人

46,401人

47,926人

48,887人

55,896人

55,598人

45,288人

52,142人

62,517人

54,255人

38,201人

1-2

2-1

2-Ԏ

1-2

Ԓ-2

1-Ԏ

2-Ԏ

1-2

ԓ-Ԏ

2-2

ԓ-1

1-1

Ԓ-Ԏ

Ԏ-1
Ԓ-Ԓ

2-Ԓ

2-Ԏ

¡ŀģ_ AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 ؓؤت 庋⭳・产瓀לם

日爊 ¡ŀģ_ AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 ؓؤت 庋⭳־　

日爊 ¡ŀģ_ AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 ؓؤت 庋⭳־　

©J.LEAGUE

©nagano /  chi ikawa committee

リーグ䡵  1試合䇖㏯⪌㕙者丗 ⺒┕僃㛡催二クラブ
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ンは、国玮琂䤗場で開⤹されるリーグ戦を「THE国玮DAY」とꉽ䣒ち、伺媩ثーب2024
㱦榹Ｊリーグ12鍱合、伺媩㱦榹Ｊリーグ1鍱合の銶13鍱合を開⤹した。
⯥䇗に䌕き続き、国玮琂䤗場での鍱合開⤹には、♓┖2つの斤いがある。
Ζ俊壿ٌーّスタジアّに餉を鷞שことがꦘしい㏇◹フؒン・サポーターに対しての鈝戦
嚀会の䬠❠や、꺙齉㎢にֽけるフؒンيースを䦡大するというクラブ⣐の斤いと、
Ηアクجスや⮵➘性の高い23⫂のスタジアّでの開⤹を鵟じて、ْ ディア露出の䦡大
や、䇗に12㍑全場するライト㷺フؒンを育䡗する
というリーグ⣐の斤いである。
国玮琂䤗場でのリーグ戦は、2僖25日の典◹٥ؘٜディvs.嘦宕・ُ リノスを汷⮉りに
13鍱合を開⤹。合銶で654,165人1鍱合䇖㏯50,320人にご全場いただいてֽり、
リーグ戦稀⪌場縖丗の5%をⶭめている。開䆠戦で53,026人をめた典◹、クラブ⺒
┕初となるＪでの戦いに꤀して、リーグ戦4鍱合を国玮琂䤗場で開⤹した槄榹لٜح
アの┸クラブは、⺱琂䤗場での鍱合開⤹をきっかけにＪリーグIDを暠䐂、それבれのٌー
ّスタジアّである⽏の碛スタジアّ、槄榹Ｉスタジアّへの㲘にもつなׅた。
また、リーグ戦♓㛙では、11僖2日に车われたＪリーグYBCٜ٥ؒンカップ婊ⳏの
⺲㷑グランパスvs.アٜٝلックス新弓には、婊ⳏ⺒┕僃多となる62,517人が全場。
ＪＩＩ、プٝبーثンُッزを⻠めた全17鍱合の
䇖㏯⪌場縖丗は硜5.1┒人だった。
国玮琂䤗場での鍱合に꤀しては、さまざまな庋出、人気コンテンツとのコラボٝー٘بン
を㲔产。の٥ィッٜج烕䢔vs.䃷㽂フロンターٝではにじさんじ、嘦宕・ُ リノス
vs.ٝجッخ大ꡉではちいかわとのコラボٝー٘بンが㲔現、新たなフؒン・サポーターの
暠䐂につながった。

ƙ¡_㎁玮DAYのブٚンغכ集㲘靹春

Ｊリーグが䫴ׅるつの䡗Ꝏ戦樋の一つであ
る「60クラブがそれבれの地域で魞く」の㲔
現に⺸けて、日本サッカー会JFAとＪ
リーグは、2023䇗4僖より⺨地域のサッカー
会やその地域のＪクラブ、⺨ローカٜ䷑鴜
㷀と連携し、サッカー樑磝「KICK OFF!」の
䷑鴜を開㡎。2024䇗4僖には䷑鴜地域が䦡
大し、32地域47齉道䈡洈で䷑鴜されている。
プロジؘクト2䇗泘を鲛えた2024بーثン
は、⺨クラブが鵟䅻侇より多い⪌場縖丗を泘
嘅とした㲘嫰力鍱合のサポートに力を⥝け
た。クラブとＪリーグスタッフが連携し、ローカ
ٜ䷑鴜㷀を中䑏とした地元ْディアに⼔湳・
㲘ꪫでご力いただいた磵果、リーグ戦の
1鍱合䇖㏯⪌場縖丗は46クラブで2023䇗を
飈え、うち16クラブで⺒┕僃多を鋗ꎰした。

⺨㏐㓊ֽׄמサッカー䗯㕔の⭳ꄈ㘃ⱶכ集㲘嫰ⱱ鍱合の沸ֿ┕

2024䇗のスタジアّ鈝戦㷺のボリٖーّは⯥䇗と奂鬳して6僖僿鐧削で7.6̜8.20.6pt. 、⯥䇗奂108%、䫟銶40.0┒人増、11僖僿鐧
削で7.9̜9.3%1.4pt.、⯥䇗奂117%、䫟銶93.3┒人増と増ⱶしている。リーグ戦・カップ戦などＪリーグ⪜䌋鍱合の稀⪌場縖丗は2023
䇗の10,965,170人から12,540,265人に増ⱶしているが、これは⺱じ人が鈝戦する값䈱が増えただけでなく、鈝戦する人のボリٖーّも増ⱶし
ている錞䄅といえる。
また、高関䑏㷺のスコアも6僖僿鐧削で17.3̜18.51.2pt.、⯥䇗奂107%、䫟銶80.0┒人増、11僖僿鐧削で16.7̜18.0%
1.3pt.、⯥䇗奂108%、䫟銶86.7┒人増と、こちらもꯂ鐧に増ⱶしてֽり、䌕き続き鈝戦に対する関䑏を増䆋することに䡗Ⱶした。攐に関典と関
典♓㛙に分걉した꤀に、どちらの関䑏䈱も⺸┕しているが、攐に関典♓㛙の関䑏䈱の⺸┕が갻蜷で、ローカٜでの露出増ⱶや、新スタジアّの؛ー
プンが⽛び姡になっている様㯸がうかがえる磵果となった。また、ꄆ憠جグْント鏀湳儔⮵榫・ꦕ⹚の高関䑏㷺のボリٖーّは6僖僿鐧削では
11.8̜12.10.3pt. 、⯥䇗奂103%、䫟銶20.0┒人増、11僖僿鐧削は⯥䇗と⺱じ10.6と嘦ばいになったものの、スタジアّ鈝戦㷺・高
関䑏㷺への鬇䬵が鶟む中でꄆ憠جグْントのボリٖーّも禴䧏ができている敯䛜にある。

˥䫟銶人丗は稀ⳉ泸礴銶㷀 人䫟銶 2024䇗6僖1日現㏇澬㲊値 稀人のデータを使榫。20-60代でスポーツに関䑏が扛い亠をꢜいた稀丗が硜6,667┒人、1

が硜66.7┒人として䫟銶した
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エディオンピースウイング広島 金沢ゴーゴーカレースタジアムPEACE STADIUM Connected by SoftBank
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2024シーズンは、広島・長崎・金沢で新スタジアムがオープンした。
サンフレッチェ広島のホームスタジアム・エディオンピースウイング広島では、リーグ戦19試合中18試合の入場券が完売。総入場者数も486,579
人 (1試合平均25,609人、前年比159%) となり、臨場感抜群のサッカー専用スタジアムで躍動する選手のプレーを後押しすべく、県内外から多く
のファン・サポーターが足を運んだ。
また、10月6日の大分トリニータ戦がこけら落としとなったV・ファーレン長崎のホームスタジアム・PEACE STADIUM Connected by SoftBank
には、大分戦を含むリーグ戦3試合とプレーオフ1試合、計4試合で1試合平均19,223人が来場。2023年のリーグ戦1試合平均入場者数（7,300
人）の2.6倍を超えるファン・サポーターが集まり、盛り上がりを見せている。
金沢においても、2024年2月に北陸初のサッカー専用スタジアムとなる金沢ゴーゴーカレースタジアムがオープン。ここをホームスタジアムとして
いるツエーゲン金沢のリーグ戦1試合平均入場者数は5,435人と、前年比で129%に伸長している。
新スタジアムがオープンしたことで、来場者の満足度も上昇している。Ｊリーグで定期的に実施している来場者を対象としたアンケート調査では、と
りわけ観戦前後の体験 (スタジアムまでのアクセス) やスタジアムの設備・サービス (ピッチまでの距離・大型ビジョン・悪天候時の観戦環境) にお
けるスコアが上昇しており、ファン・サポーターに対して価値の高い観戦体験を提供できていることがうかがえる。

新スタジアム効果

Ｊリーグの各種サービスが利用できる共通会員 ID「ＪリーグID」では、お気に入りクラブの登録に加えて「お気に入り選手」の登録ができるように
なった。この機能を活用した新サービス「推し選手動画」ではLINEミニアプリ（Ｊリーグ公式アカウントや一部クラブの公式アカウント）上で、登録し
たお気に入り選手のプレー動画を楽しむことができるようになり、来シーズンからはＪリーグ公式アプリ「Club J.LEAGUE」でも選手ごとのプレー
動画を配信予定となっている。昨今の推し活のカルチャーをＪリーグの「選手」でも取り入れていくことによって、より広い層の、より多くのファン層の
獲得を目指していく。

「推し」選手づくりと「ＪリーグID」お気に入り選手登録
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58մ新アーカイブبステّの㵵⪌

60մＪリーグの靸ⳉ㕔⼔

62մ地域にֽけるスタジアّの㏇り亠
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M
A

N
A

G
EM

EN
T

56 57

M
A

N
A

G
EM

EN
T



Jリーグؓーカイブス
クラؗغ┕

㷀⫂㍑稗 㷀⫂のلレط
PC珷儕で
غンローؗر

㷀⫂にلレط
㵠榫珷儕を錃糋し、
試合何⥼を鿥⟓

㵠榫㍑稗スذジّؓ

スذジّؓ

クラؗغ

二ؓーカイブتبテّ㵵⪌䏲

ײの☼磝ךױ׆
二ؓーカイブシスّطの㵵⪌

Ｊリーグは、蜷⛼嘤を僗する⪜䌋何⥼をはじめとする全てのデジタٜアجットを硜し、一元氳に⯆⛼・稴・❠礡・鿥⟓などをُؾジْントするデ
ジタٜアجットのـブ嚀耆「ＪリーグFUROSHIKI」を活榫し、⺨鍱合の⪜䌋何⥼をDAZNなど国⫂㛙のライツٌٜرーや、ٖؼース榫として全国の
テٝل㷀⺨社に分㹎している。
2024䇗、ＪリーグFUROSHIKIに新しいアーカイブبステّ嚀耆を㵵⪌した。

国⫂㛙のْディアで鍱合⫂㳊をスمーディーに㕔道いただく
ため、Ｊリーグでは斻自のبステّを啶疣している。2023䇗ま
では、ٖؼース鿥⟓㵠榫の㍑稗と珷儕を⺨テٝل㷀に錃糋し
て、鍱合磙▼䏲1侇間♓⫂に何⥼を㷐けていた。しかし、㵠榫
㍑稗・珷儕の錃糋にかかる靷蕔が大きく、また⺨ْディアが◄
⯥に錃㲊した攐㲊クラブの鍱合何⥼しか㷐けられない、プٝ
硯⿁されるまで中骰の澬鏀ができないなどのーができٖل
ゖ갭があった。
そこで、2024䇗から新しいアーカイブبステّをクラؗド┕に
啶疣。鍱合何⥼をリアٜタイّでり鱮み、⺨テٝل㷀がクラ
ؗドから鍱合何⥼を䐂する☼磝みに㚺催した。これにより⺨
テٝل㷀は㵠榫㍑稗・珷儕の錃糋が不釐となった。さらに攐㲊
クラブの鍱合だけでなく全ての鍱合をׯリアٜタイّにؗر
ンロードできるとともに、ؗرンロード⯥に何⥼を澬鏀してか
ら、䑒釐な碛免を⪌手できるようになった。

また、何⥼にイيントデータإーٜ、ٖبート、クロスなどのデー
タがץも♀けられてֽり、ٗ ーザーが䑒釐なبーンにす׃アクجス
できる環㗞を丝⤓している。

Ｊリーグでは、1993䇗の開䆠䎎侇から現㏇に舗るまで、銶2┒鍱合
♓┕の何⥼のアーカイブも车ってֽり、これらの何⥼もＪリーグ
アーカイブスにり鱮んだ。これにより何⥼のプٖٝلー、吾碟、ر
ؗンロードができるようになり、パートナー・ْ ディア・クラブの皆様
が何⥼をより⮵活榫しやすい環㗞を㲔現している。
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ⶡ⛣ :⧠⫃

韕ꄋ⹜沟

⪜轜鴜⟓嘤乢⹜沟

その☽⹜沟

磬䅻⹜沟銶

Ζ◄業鞝  

リーグ鷞ㅀ磬鞝

クラブへの鿥分ꄋ

フؒ ン䦡大产瓀鞝

ローカٜ露出・䷑鴜㷀対䑴鞝

その☽◄業鞝

Η 畘杼鞝   

磬䅻鞝榫銶  

䎎僿磬䅻増峎갮

䎎僿磬䅻㛙増峎갮  

䎎僿一芗塜⽏靸榤増峎갮
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公轜鴜⟓嘤乢⹜益 韕ꄋ⹜益 の☽⹜益א

磬䅻⹜益 磬䅻鞝榫 磬䅻鞝榫磬䅻⹜益

Ｊリーグの靸ⳉ㕔⼔

- 2024年䈱の靸ⳉ㕔⼔

Ｊリーグの2024䇗䈱◀畀は、フؒン䦡大のための䡗Ꝏ䤷鞲と新亠䌋による杼䒝䍚鿥分ꄋ⯆䈱㵵⪌などにより12⧠⫃の颋㰄を銶┕していた。こ
れに対する2024䇗䈱婊畀見鱮としては、⪜轜鴜⟓嘤乢⹜沟の増ⱶを中䑏とした磬䅻⹜沟の増ⱶ8⧠⫃、コスト⯡峎による磬䅻鞝榫の峎㵼9⧠⫃
があり、全体としては磬䅻増峎は6⧠⫃の랬㰄となる見鵟しである。2023䇗䈱婊畀との奂鬳では、┕鳭の☽、Ｊ1リーグ所㷯クラブ丗増ⱶに⛂う
リーグ鷞ㅀ磬鞝の増ⱶ、テٝل樑磝などへの䤷鞲による䷑鴜㷀対䑴鞝の増ⱶ、国玮琂䤗場⮵活榫をはじめとするフؒン䦡大产瓀鞝の増ⱶなどによ
り랬㰄が21⧠⫃峎㵼している。

⹜益㘃ⱶتؤכト⯡峎Ⲗ冽מ랬㰄の浓㏐

- 2025年䈱⹜䶹◀畀

Ｊリーグの2025䇗䈱⹜支◀畀は、╚にⰝ⛷ꄋを活榫する䎬で䡗Ꝏ戦樋を䫟鶟するべく、䤷鞲を䦡大する亠⺸で稴䡗されている。╚なトمックスは
♓┖の鵟り。

磬䅻⹜沟の㘃ⱶ 国⫂・宾㛙⹙亠のㅀ業䦡大による鴑ⱶ⹜沟の暠䐂。

クラブの鿥⮆ꄋの㘃ⱶ 新亠䌋による杼䒝䍚鿥分ꄋ⯆䈱の2䇗泘分支礡開㡎などによるクラブへの鿥分ꄋの増ⱶ。

ローカル⭳٬䷑鴜㷀㵚䑴鞝の㘃ⱶ Ｊクラブの露出・㲘产瓀を䏲䥨しする鞝榫の増ⱶ。

䡗Ꝏגׄ⺸מ⭳・集㲘产瓀䤷鞲の䦡㛻
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地域におけるスذジّؓの在り方

Ｊリーグが開⤹する⺨鍱合、すなわち「⛼⿁」を生み出す舞台であるスタジアّの㏇り亠についてꝎ䇗吾鋀を続けてきた。
スタジアّの泘䧗すべき㣓の一つとしてプロフィットجンターが䧸ׅられることがあるが、攐に地亠齉䄫にֽいては、大釨嘗な妨間䤷鞲を⽛び鱮
めないり、㲔現のꦘ佄䈱はかなり高いのが現敯である。そこでＪリーグでは丗䇗⯥から、クラブの产錃䥵䎎縖を⻠めたワーキンググٜープ(WG)
を開⤹し、スタジアّにどのような产錃や嚀耆を丝⤓すれば地域⛨妨にとって「かけがえのない产錃」になるのか、また、䎎鎉地域に対してスタジア
ّの「㰆㏇価値ꪜ靸ⳉ価値」を炐すことができるかについて、吾鋀をꄆנてきた。「地域のみんなが活榫できるスタジアّ」の㲔現を泘䧗し、☪䏲
も溿狒や議鑜を続けていく。

・国⫂㛙の⩝鶟◄❆の鐧削・溿狒
・⺨分ꄇの㵠ꝛ㳃へのكアリング
・㵠ꝛ㳃によるⲰ䍚会の開⤹

稀合㑔スポーツクラブとして「地域のスポーツ力の⺸┕・俊⹕」への㳝┙を泘䧗し、新サッカースタジアّ䋦錃の꤀に仴㰆の稀合スポーツ产錃の⫋
開氦・鲣代をテーُとする。催に、殴クリؼック・リلـリ产錃やアスリート食㔆などを✡錃し、「稀合トٝーؼングجンター」としての新たな価値
創出も泘䧗す。また、⺨牊スポーツ・食育乢杼䷷㲜の開⤹、殴クリؼック・リلـリ产錃の地域⛨妨への鉮䷑、催に、ランؼングコース・ステー٘ب
ン新錃璡により、新サッカースタジアّを⻠むスポーツコンプٝックスが地域の「スポーツؘٜؗؾス」の◫流䦠憠となることで、⹜沟性だけでなく
社会氳価値⺸┕を泘䧗し「地域の⢸活活動」へ靹春していく。

ّؓةذتのיכ⢸孨の◫孱䦠憠כصーَت㹭㸓㏐㓊のؿーؓةؒن

ースクラブにおける吾鋀آルظٓ-

「まもる」ꡔ愤、「は׃くむ」殴・⢸活、「たのしむ」スポーツ、ライブエンターテインْント、地域◫流イيント、「うけつ׃」地域の塷⺒・乃の
禆䤔の4つのテーُを㓹に、それבれのテーُに䑴じた产錃・嚀耆をスタジアّに丝⤓し、地域のꡔ愤・⢸䉓・スポーツ・エンターテインْントの地
域◫流の䦠憠を泘䧗す。

崻يルマー ٝ㏐㓊◫孱の䦠憠יכのّؓةذت

-泘䧗すきは、「地域のみんなが孨榫できるスذジّؓ」

ꡔ愤嚀耆の䍚

自媩体が靸䷓ꦘと㵼㯸高룻・人峎㵼への対瓀に鴑われる中、「多泘氳邾合スタジアّによる地域磬岷の活性」といったコンجプトに橎ゖ
が䧏たれている。WGではこうした敯媲を馐まえ、「サッカー」ではなく「地域社会」を╚鏤にしたスタジアّの㏇り亠を縒え、ꡔ愤や殴といった⪜
⪦产錃としての邾合の⺎耆性について吾鋀してきた。
Ｊリーグの䍚みは؛リンمックのような一鷨性のイيントではなく、地域に劮䄐した姧続氳な人氳・社会氳鞲本になり䐂ることだろう。؛リンمック
は一渆だが、Ｊリーグはそれבれの地域で姧鸜に続く。ꡔ愤や殴は、产錃だけでなく多くの「人」が関わることで僗効に嚀耆する。地域にֽける人
氳・社会氳鞲本としてのJクラブの䍚みを生かした地域社会のためのスタジアّを縒え、氦⟓していく䑒釐があると思う。

WGؓفغイザー 明治㛻㰢よ㰢鼧 ⬡䷷䪧 很井和䎳妣מ稀䦮ْؤント
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©劔䌋会社匼錃銶

・僗◄の꤀の鹴ꦘ所としての嚀耆を丝⤓する
釐♭꧅力の自玮、生活榫姡の澬⟊、鵟⟓の澬⟊、生活スًースト
イٝ、ٔبワー、겧⼊、يッド璡の䑒釐丗の澬⟊、殴产錃の✡錃、
擻鞲の⤓蠷、ٗ ーサفؼ ・ٜデザイン

殴产錃の✡錃

・スタジアّに地域のアスリートから高룻縖までを対霄とした高䈱な
スポーツ殴を䬠❠できる「スポーツ殴リلـリجンター」を✡
錃する

の⫋ꝧ発יכتンプٝックؤصーَت

・地域の中高生、㲔業㍚、プロ選手璡の全アスリートを対霄とした「帩
㏇㑔稀合トٝーؼングجンター」を丝⤓する。
・地域の⛨妨の⢸活を䏲䥨しできるインドア・アؗトドアスポーツ产
錃、ؗ エٜؾス产錃、スポーツ・乢杼䷷㲜产錃、ランؼングステー
ン璡を丝⤓する٘ب

妨ꝴ䤷鞲・公⪦䤷鞲の⽛צ鱮ײ

・⪜⪦产錃との✡錃䏔所、㍲傴귆、紆软・ⶤ擻귆璡、乃䷷产錃、
MICE产錃璡
・妨間产錃との✡錃よ業产錃、⛨㱝产錃、鈝⩞◄業产錃璡、؛フィ
ス、データجンター璡
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街の新シンボル、エディオンピースウイング広島を語る

-街を紫に染めたスタジアム

普段は通勤や通学で使う路面電車が試合日になると紫に彩られていく。サンフレッチェ広島のレプリカユニフォームを着たサポーターたちが向かう
のは、広島市の中心部にできたエディオンピースウイング広島（Ｅピース）。街はもう紫に染まっている。新スタジアムができて生まれた新たな光景だ。

「スタジアムが街なかにできて、試合がある日は街に紫のユニフォームがあふれて、街の中にサッカーが溶け込んできている。これはサンフレッチェ
の大きな貢献度だと思っています」

そう話すのは、サンフレッチェ広島スタジアムビジネス部の森重圭史部長だ。長年勤めてきた株式会社エディオンからの出向で、新スタジアムの開
業約1年前に指定管理者であるサンフレッチェ広島に赴任。前職で「蔦屋家電」などのプロジェクトに携わった経験を生かし、主に「どうやって試合
のない日をマネタイズするか」、「どうやってスタジアムの価値を地域と連携しながら上げていくか」というミッションに日々取り組んでいる。

新スタジアム元年、広島の人たちの情熱が最高の舞台をつくった。今
シーズンの明治安田Ｊ１リーグのホームゲーム入場者数は全19試合
で計4 8 6, 5 7 9人。これまでクラブ最多記録だった 1 9 9 4年の
378,195人を大幅に更新した。1試合平均でも25,609人を記録し、
初優勝した2012年の17,721人を大きく上回った。ミヒャエル　ス
キッベ監督体制3年目のチームは、毎試合ほぼ満員のスタジアムで紫
の大声援を受けて激動の優勝争いを演じ、最後まで緊張感のある
シーズンとなった。

集客力には理由がある。まずはＪリーグ屈指の好立地にあること。全
Ｊ１クラブの本拠地を調べたという森重部長は、「場所があるところで
はなく、価値があるところ、つまり建てたいところに建てた。それが広
島の一番のところだと思います」と言う。広島市中心部にできたＥ
ピースは、目抜き通りの本通り商店街や繁華街の流川が徒歩圏内に
あり、路面電車、バス、JRといった公共交通機関でのアクセスも充実
している。近くには広島城や原爆ドーム、美術館、商業施設、イベント
広場などさまざまなスポットがそろい、8月にはスタジアムの隣に芝
生広場や飲食店などがオープンして「ひろしまスタジアムパーク」が
完成。周辺との回遊性も高くなり、街に新たなにぎわいをもたらして
いる。

サッカー専用スタジアムになって観戦体験が格段と向上したのも大
きな要因だ。観客席とピッチの距離が近く、選手のプレーを間近で見
られる臨場感は大きな魅力。国立競技場と同じ規模の大型ビジョン
や最新の音響設備などを駆使した演出で観客を楽しませる工夫が凝
らされている。また、バラエティ豊かな43席種を用意し、キッズルーム
やセンサリールームも完備。独自開発した一般座席や試合映像を映
すスクリーンが多数設置されたコンコースなど観戦時の快適性にも
こだわり、多様な人が多彩なスタイルで楽しめる環境となった。

「イメージしていたのは、シンプルな考え方で『人が行きたくなるとこ
ろをつくる』ということです。でも、その『行きたくなるところ』というの
は、年齢や時代によって変わるものなので、いろんなことを提案してつ
くっていかないといけません。まずはサッカーの興行で人を集めるこ
と。そして、このスタジアムを大きな箱として、約28,500の座席や大
きなビジョンといったリソースを使えば、アイデア次第でいろんなこと
ができると思っています」

観戦環境の設計はアメリカのスタジアムを参考にした。例として挙げ
るのはミネソタ・ユナイテッドFCのアリアンツ・フィールドで、最大収
容数24,474人のサッカー専用スタジアムだ。

「ヨーロッパだとサッカーが好きで応援する人が多いですが、アメリカ
ではエンターテインメント要素が非常に強くなっています。一番はファ
ンエンゲージメントのところで、ピッチの距離がすごく近いのと、音響
効果と演出効果がエンタメ要素を強くしているので、そういったところ
を参考にしてスタジアムの中に落とし込まれています」

広島は夏のナイトゲームに「全員参加型のシン・ナイトスポーツエン
ターテインメント」と銘打った『超熱狂NIGHT FES』を開催。試合前
後やハーフタイムに光と音の演出でライブのような空間をつくり、炎や
花火も織り交ぜたショーで観客を盛り上げた。照明が落とされた中、
ホームサポーターたちは紫のペンライトを振って演出に参加し、アウェ
イサポーターもそれぞれのクラブカラーのペンライトを持って楽しむ
姿があった。こうした非日常感の演出が新たなファンを呼んでいる。

「ペンライトの一体感は僕も今までに感じたことのないもので、自分
でも感動するぐらいでした。演出チームが頑張ってくれて、今までにな
い層を取り込んでいるのは確実にあると思います。僕の孫は来年小学
校に上がる女の子ですが、全然サッカーに興味がなかったのに、何度
も来たいと言っているぐらいです」

試合がない日はサッカー文化の発信地として機能している。広島サッ
カーの歴史にこだわった展示やアクティビティも設置したミュージア
ムは11月10日時点で約18,000人が来場。スタジアムツアーは予約
でほぼ満員の状態が続き、選手になり切る体験が人気だ。さらに、オ
フィシャルショップはＪクラブの中で実店舗での売上高が「圧倒的にナ
ンバーワン」だという。森重部長は、「スタジアムにあることと、街の中
にあるからこそだと思います」と分析する。

他にも施設内のスカイボックスやビジネスラウンジを会議室やイベン
トスペースとして貸し出し、コンコースやピッチ脇の人工芝エリアでは
ウエディングや撮影会など多目的に利用できる。サッカーと関係のな
い学会や神楽の公演も行われ、単なる試合観戦の施設ではなく、新た
なイベント会場や文化の発信地としても機能している。

クラブによると、オープン1年目のスタジアム総来場者数は目標の110
万人を超えて、約118万人（11月末時点）に上った。日本代表戦やシュ
トゥットガルトとのピースマッチなども含むサッカー観戦の来場者数
が約62万人を記録し、観戦以外でも約56万人が来場した。

2024年度のクラブ売上高は、昨年度の約42億円から1.86倍増え

て、過去最高の約78億円になる見込み。2023年の記録に当てはめ
ると、浦和レッズ、川崎フロンターレに次いでJリーグトップ3に入る数
字となった。売上高100億円も叶わぬ夢ではなくなり、サンフレッチェ
広島はサッカーでも経営でもJリーグを引っ張るビッグクラブを目指
していく。

街なかスタジアムは周辺地域に与える経済効果も大きい。試合前に
近くの商業施設で買い物をし、試合後も集まって夜の街で飲食を楽し
んで帰る。今までなかった試合日の日常だ。街なかにスタジアムがで
きたことで試合観戦の楽しみ方が増え、それが周辺地域にも好影響
を生んでいる。クラブにもうれしい声が届いているという。

「スタジアムがこれだけ人と話題を集めていて、街の新しいシンボル
になっているので、広島全体の経済効果にかなり貢献している実感は
あります。例えば、試合が開催される日の近くの商業施設では、地下
の総菜売り場ではいつもの3倍くらいに売れているとお聞きしていま
す。とにかく紫のユニフォームが街なかにあふれている光景は今まで
なかったことで、街で商売をされている方々からは『ありがとう』と
言っていただけるので、非常に大きな効果があると思います」

クラブによると、新スタジアムの経済効果はJリーグ1試合あたりで推
定約11億円だという。この数字は広島経済大学の協力により、入場者
数27,105人を記録した２０２４明治安田Ｊ１リーグ第37節・北海道コ
ンサドーレ札幌戦（12月1日）を基に算出された。この11億円のうち、
スタジアム内で約3億円、スタジアム周辺でも約8億円の経済効果が
あるという結果となった。
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山口県岩国市出身。1987年に地域の家電量販店ダイイチ（現エディオン）に就職。以降、パソコン専門店3店舗、
家電店２店舗にて勤務。2000年に本社へ配属となり、商品部長、営業部エリア長を務める。蔦屋家電（二子玉
川・広島）のプロジェクトリーダーやロボットプログラミングスクール事業に携わり、2023年4月からサンフレッ
チェ広島に所属。

- 2024年に開業したスタジアム
新スタジアムができて以来、森重部長には好きな景色がある。世界遺
産の原爆ドームの後ろにＥピースが堂々とたたずむ構図だ。世界から
多くの観光客が訪れるエリアからは、翼を広げたような姿のスタジア
ムが大きな存在感を放つ。森重部長は、「平和記念公園のすぐ近くに
あるスタジアムの位置付けから考えれば、もっとやるべきことがある
と感じています」と力を込める。Ｅピースはサッカーを通じた新たな平
和発信の拠点としての役割がある。

75年前に平和記念公園と資料館を設計した建築家の丹下健三氏
は、平和記念公園の北側をスポーツや文化を通じて平和を創造する
場所とし、今の新スタジアムがある区画には総合競技場を描いてい
た。当時は実現しなかったが、長い年月を超えてそこにサッカースタ
ジアムが完成した。

「スタジアムができたことで、丹下さんが考えられたものがほぼ完成
形に近づいてきたと思います。街全体を見れば、それぞれの役目、役
割がちゃんと明確化されていて、スポーツが果たす役割をここでどう
形成するかというのが、サンフレッチェ広島に今、求められている大き
なものだと思います。僕らは平和であるからこそ好きなことができて、
スポーツやサッカーができる。広島の場合は特にスポーツができる喜
びを気付かせてくれます。そこをもっと発信していくことが広島の役割
だと思います」

Ｅピースが建つのは、原爆で焼け野原になった後、戦後の混乱の中で
人々がたくましく生活を送り、復興を果たした地にある。そうした地域
にあるからこそ、サンフレッチェ広島が2018年から毎年開催している
ピースマッチや海外からも注目される国際試合はより大きな意味を
持つ。また、丹下氏も未来を担う子どもたちへの思いをこの地に込め
ていたように、スタジアムがサッカー教室や地域の社会貢献活動など
を通じた「学びの場」や「成長の場」として平和都市のシンボルになる
ことも期待される。森重部長は、「広島のスポーツ文化や地域社会全
体を活性化させる中心地としての役割を果たすべきだと思っていま
す」と言う。

クラブを取り巻く環境も変わった。以前は広島市の中心部に点在して
いた程度だったサンフレッチェの幟旗やポスターが、今では日常的に
街なかで紫を目にしない方が難しい。そうした街の変化は新スタジア
ムと共にサンフレッチェ広島がより浸透してきた証しだ。クラブとして
は収益増加やブランド力向上だけではなく、Ｅピースを中心とした街
のコミュニティの主役であることも大きい。新スタジアムに移転して
以来、問い合わせや相談が「本当に驚くぐらいに来ています」という。

そうした街のさまざまな可能性をつなぐ役割をクラブは担っていく。

「（街との連携で）具体的に何かを仕掛けてやるというよりは、街の中
でそれぞれ運営しているメンバーが横に集まって、『日常的に人が回
遊したり、コミュニティができたりする方がいいよね』という話はして
います。僕らは今、街で『サンフレッチェハブ構想』というものがあって、
毎週1回は『何ができるか』とか『どんなことをしようか』といった街の
人たちの声を聞いています」

地域社会や経済へのインパクトが大きいからこそ、新スタジアムやク
ラブの役割と責任も大きい。地域活性化の起点として、さらには街な
かスタジアムとスポーツクラブによる地方創生のモデルケースとして
も期待が懸かる。

「新スタジアムは単なるスポーツ施設にとどまらず、広島市にとって
『文化』『経済』『コミュニティ』の中心的存在となりうるポテンシャルを
秘めていると思います。スポーツ以外のイベントや地域貢献活動を積
極的に取り入れ、地域経済や社会全体に対して良い影響を与える多
目的な施設として成長していきたい。それによって、広島のアイデン
ティティを強化し、地域の発展をけん引する重要な役割を果たすこと
ができると考えています」

広島市は今、再開発が進んでいる。2025年春に開業する新しい広島
駅をはじめ、市内中心部のあちこちで新たな施設の建設や建て替え
が行われている。広島は大きく変わっていくが、新スタジアムは街のシ
ンボルとして存在感を示すはずだ。街はますます紫に染まっていく。

文　湊昂大

株式会社　サンフレッチェ広島
事業本部　スタジアムビジネス部　 

森重 圭史

PEACE STADIUM Connected by SoftBank

2024年10月に開業した長崎スタジアムシティの中心にあるスタジアム。入場可能数は20,027人であり、「ピッチまでの距離日本最
短の約5m」を始めとした、観戦体験を重視した構造が特徴である。ベンチに近いメインスタンド中央前列にプレーヤーズスイート（食
事付き）が設置されており、専用ラウンジではガラス越しに選手入場や監督会見の見学が可能となっている。
スタジアムの周囲に約6,000席のアリーナ、各種商業施設、県内最大級のオフィスビル、スタジアムビューホテルが整備されている。
バックスタンドはホテル棟と一体となっており、ラウンジ等も多く設置されているのが特徴の一つである。ホテルの客室やプール、サウ
ナなど様々な場所からスタジアムのピッチを見ることができる。

金沢ゴーゴーカレースタジアム

2024年2月、北陸初のＪリーグ基準を満たすフットボールスタジアムとして、金沢ゴーゴーカレースタジアムが竣工。現在の入場可能
数は10,728人だが、北側のサイドスタンドが増築可能な設計となっており、将来的には15,000人以上に拡張する事が可能となって
いる。金沢城北市民運動公園内にあり、ＪＲ金沢駅から車で約10分、ＪＲ東金沢駅から徒歩15分、高速道路は金沢東ICから車で5分と
いうアクセスが良い立地。
ツエーゲン金沢が、(株)ケィ・シィ・エス、(公財)金沢市スポーツ事業団と構成した共同事業体で指定管理者となり、スタジアム運営を
行っている。ホスピタリティ施設に特徴があり、選手入場の様子やインタビューの様子など、スタジアムの裏側をガラス越しに観られる
トンネルラウンジ、メインスタンド最前列に選手と同じ目線で観戦できるフィールドシート、VIPラウンジ・ビジネスラウンジとは別に一
般購入が可能なプレミアムラウンジなどが整備されている。
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Ｊリーグの海外事業

Ｊリーグは1993年の開幕以来、Ｊリーグの理念である「国際社会における交流及び親善への貢献」に寄与すべく、特にアジアサッカー全体の発展を
視野に入れて「Ｊリーグアジア戦略」を推進してきた。2024年は世界と戦うＪリーグを目指し、東南アジアだけでなく、中東や欧州にも活動を広げ
た。海外リーグとのパートナーシップ協定締結、世界各国でのテレビ放送を中心としたＪリーグの露出拡大を図るなどの活動を進めている。

- Saudi Pro League（SPL）と戦略的パートナーシップ協定締結

2024年5月20日、サウジアラビアのプロフットボールリーグ Saudi Pro League（SPL）と戦略的パートナーシップ協定を締結。両リーグが緊密
な連携を図り、東西アジアのトップランナーとしてアジアのフットボールをけん引する存在となることを目指していく。

※上記各国リーグの国籍を有する選手は、試合エントリー時において、外国籍選手ではないものとみなされますが、戦略的パートナーシップ協定対象国となるサウジアラビアの国籍を有する選手

はこれに該当しません。

-ベトナムプロリーグ関係者が来日　Ｊリーグを視察

-Ｊリーグパートナーシップ協定国一覧

2024年12月には、ベトナム・プロフェッショナル・フットボール（VPF）のチェアマン、VPF各クラブの代表41人が来日。Ｊリーグの他、浦和レッズ、
川崎フロンターレ、ガンバ大阪の施設を訪問し、Ｊリーグ・Ｊクラブの経営や選手育成について意見を交わした。また一行は、AFCチャンピオンズ
リーグエリートや明治安田Ｊリーグ最終戦も観戦した。

＜協定内容＞
・フットボール水準の向上を目的とした人材交流
・両リーグの成長と発展を目的としたワークショップ、ビジネスカンファレンスの開催、育成などに関する情報共有
・交流イベント、親善試合などを通じた国際交流

＜協定期間＞
2024年5月20日から2025年12月31日
Ｊリーグは、SPLの他にも、タイ、ベトナム、ミャンマー、カンボジア、シンガポール、インドネシア、マレーシアの各国プロリーグとパートナーシップ協
定を締結している。各国とのパートナーシップ協定は、相互のサッカーならびにリーグの発展に必要な情報の交換を図り、関係国の競技力向上や、
アジアサッカーのレベルアップにつながるためのさまざまな取り組みを行うことを目的としている。

戦略的パートナーシップ協定内容と期間
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締結年

2012

リーグ名称

タイリーグ

2012ベトナムプロフェッショナルフットボール

2012ミャンマーナショナルリーグ

2013カンボジアナショナルリーグ

締結年リーグ名称

2014シンガポールSリーグ

2014インドネシアリーガ1

2015マレーシアリーグ

2024サウジプロリーグ
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写真提供：ＦＣ町田ゼルビア 写真提供：ＦＣ町田ゼルビア

写真提供：ヴァンフォーレ甲府 写真提供：ヴァンフォーレ甲府

写真提供：アビスパ福岡 写真提供：アビスパ福岡
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-タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ powered by 明治安田
2024年2月2日に「タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ powered by 明治安田」BGパトゥム・ユナイテッド vs. セレッソ大阪をタ
イのBGスタジアムで開催。2023年12月に行った同大会の第2戦となり、タイでのアジアチャレンジはこれで4回目となる。入場者数は9,028人を
記録し、多くのタイ人ファンで盛り上がった。また、スタジアムでの観戦者の他、タイ国内でも地上波、YouTube配信等で放送配信された。

-対日理解促進交流プログラム「JENESYS」に協力
～東南アジア11ヵ国から110人の高校生が来日～

Ｊリーグは、サッカーを通じて日本と東南アジア諸国連合（ASEAN）諸国間のユース年代の交流促進を図る一環として、外務省が推進する対日理
解促進交流プログラム「JENESYS」に協力した。本プログラムでは、10月28日～11月4日、スポーツを通じたSDGsへの貢献や社会課題解決に
関心を持つASEAN諸国および東ティモールの高校生など110人が来日。Ｊリーグおよび、いわきＦＣ、ジェフユナイテッド千葉、川崎フロンターレ、
横浜Ｆ・マリノス、湘南ベルマーレの協力の下、ＪリーグとＪクラブが推進するSDGsや社会貢献活動に関する視察・交流機会を提供した。

-海外放映
2024年は、前年に引き続きアジアを中心に世界約20カ国で、各地域の放送局による放映を実施した。前年からはインドネシア（PSJ TV）と、
香港（myTV SUPER）が新たに加わり、特に香港では2022年以来、2年ぶりの現地放映局による放映となった。香港は他国に比べて多くのＪリー
グのファン・サポーターがおり、10月にはmyTV SUPERの視聴者を対象にしたキャンペーンを実施。当選したファンはＦＣ東京の試合に招待され、
選手・監督を間近で見るなどの特別な体験をするなど、放映以外の取り組みも新たに行った。
その他の地域においては、明治安田Ｊ１リーグ各節2試合を国際版の公式YouTubeチャンネルで配信し、引き続き全世界でＪリーグが視聴できる
環境を継続した。

東南アジアに複数回渡航し、現地とのネットワークを拡げ、クラブアカデミー遠征大会でのスポンサーアクティベーションを行った。また、複数の日
系・ローカル企業の協賛を得て、10月にタイ、12月にはベトナムで独自のサッカークリニックを実施した。

ＦＣ町田ゼルビア：タイ

インドネシアの大手企業がメインのパートナー企業となり、ジャカルタ、バンドンに加え、パートナー企業の拠点でありインドネシアの首都移転予定
先にも近いバリクパパンでのサッカークリニックを開催した。また同時に、インドネシアに進出する多くの日系企業の協賛協力も得て、日本、山梨県
とインドネシアの交流を促進するイベントとなった。

ヴァンフォーレ甲府：インドネシア

タイ、マレーシア、香港等において、アジア各国から近い距離にある福岡の特性を生かし、各国からのキャンプ誘致活動や、クラブ間交流、コーチン
グクリニック等の活動を実施した。また、11月にはタイでパートナーシップを提携するポートFCと合同でBangkok U-13 ドリームカップを開催。
MVPの選手と指導者数名をアビスパ福岡に招待する施策で、12月には選手たちが来日。アビスパ福岡アカデミーの練習に参加した。

アビスパ福岡：タイ-各Ｊクラブの海外事業・国際交流

Ｊリーグ全60クラブのうち、半数近くのクラブが、東南アジアを中心に各国との海外事業・国際交流事業を推進した。
2012年のアジア戦略開始後から長く東南アジアで活動を展開する北海道コンサドーレ札幌、川崎フロンターレ、セレッソ大阪は、引き続き当地と
の連携を深めた他、2024年は多くのＪクラブが海外での活動を展開した。
特に、Ｊクラブによるタイ、ベトナム、インドネシアでの事業活動数は、クラブ海外事業全体の７割前後を占め、年々増加の傾向にある。Ｊリーグでプ
レーする選手の獲得に加え、各国のローカル企業や各国進出日系企業とのパートナー契約、現地クラブとの提携による選手や指導者交流、指導者
育成サポート、現地スクール事業など、さまざまな領域で事業が加速した。

2024年に行った活動の一部事例は以下の通り。
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ٚイجンت

Ｊ

クٚブ丗

49

㵚霄クٚブ

儘䆔・㹿手・♁台・熤榹・㸓䎬・いわき・뛈㼖・姡䢔・剗儒・紮껊・宣⽰・大㲯・ⶉ蜗・分・典◹・典◹・槄榹・
䃷㽂・嘦宕・嘦宕・崻・榻䈡・冋本・新弓・㳪㸓・ꄋ媇・岲姡・濗榹・諰冾・⺲㷑・㹎꠹・◹齉・大ꡉ・
大ꡉ・烕䢔・㹭㸓・䇶㼖・㸓・闝㹎・䐵㼖・愛㨽・焰㹭・▆䃸・둊割・Ꝏ㽂・挪本・大分・뛈⩩㼖・极杶

Ｊ 11 ⪙䢔・焰㼖・YS嘦宕・相嘗⸉・Ꝏꄇ・媫孅・FC大ꡉ・㜧荁・둊・☪媩・㲯㽂

Ｊ 7
ラインْーٜꪂ叜・剗儒بティフットボーٜクラブ・クリアخン新㳓・٥ィアティン└ꄆ・ٝ イラック币鞦・高湳
ٗナイテッド・٥ؘٜスパ大分

˥( )⫂はＪ⪌会を䄹僶するクラブ/ライجンス⮭㲊侇憠

60クラブ
2024˥

1,095
1,2401,3251,257

1,594

1,237 1,3031,3751,416
1,5171,550

1,346
1,231

1,613

㚞┕냕（ㅀ哅⹜益） 㚞┕⸉❫（ㅀ哅鞝榫）
［ⶡ⛣⧠⫃］

54クラブ
2018

55クラブ
2019

56クラブ
2020

57クラブ
2021

58クラブ
2022

60クラブ
2023

147

259

768

193

99

595

2023 20242018 2019 2020 2021 2022

［ⶡ⛣⧠⫃］
⪋ンサー⹜َت ⪌㕙乢⹜⪌ 擻鞄⹜⪌

˥

110

174

661

143

238

707
590 624

84

11791
101

216

104

640

クラブライجンス⮭㲊とＪクラブの⹜䶹⥝向

-クラブライجンス

クラブライجンス⯆䈱㵵⪌の泘氳は大きく分けて「サッカーの琂䤗姡嶖や产錃氳姡嶖の䧏続氳な⺸┕」「クラブの磬ㅀ㱦㲊、靸ⳉ耆力・⟓갔性の
⺸┕」のつ。
Ｊリーグのクラブライجンス⯆䈱では、Ｊ・Ｊ・Ｊリーグのいれにも⹆ⱶできる「Ｊクラブライجンス」、Ｊ・Ｊリーグに⹆ⱶできる「Ｊクラブ
ライجンス」、Ｊのみ⹆ⱶできる「Ｊクラブライجンス」が榫䙫されている。 Ｊ・Ｊ・Ｊクラブであれば、いれのクラブライجンスにも榼鑁⺎耆
で、Ｊリーグ⪌会を泘䧗すクラブは、Ｊクラブライجンスを榼鑁することができる。

クٚブٚイجンت制䈱の泘氳כ哭釐

㵚霄クٚブتンجンのクٚブٚイثーب2025

-クラブの⹜䶹⥝向

2023䇗䈱はㅀ業⹜沟が1,517⧠⫃(60クラブ)となり、2022䇗䈱の1,375⧠⫃(58クラブ)に対し10%の䡗Ꝏ曍となった。Ｊ・Ｊの88のクラ
ブが増⹜となり、宣⽰ٝッثは100⧠⫃を飃えた(103⧠⫃)。
ْ、ンはثーب2023 ディア露出増や大釨嘗プロٓー٘بン产瓀の効果により、⪌場乢⹜⪌は238⧠⫃䡗Ꝏ曍37とコロナ⯥2019䇗䈱の
110という姡嶖となった。スポンサー⹜⪌、擻鞄⹜⪌も鷨⸻僃高を催新した。
2024䇗䈱もその⥝⺸は続き、ㅀ業⹜沟は1,600⧠⫃⯥䏲となる見鱮みである。

˥グラフI・IIの2024بーثンの丗値は、Ｊ・Ｊ・Ｊクラブの㲔竮◀峮をيースにＪリーグが斻自に鍱畀した丗値。䏼って、その䏲の敯媲㚺に䑴じて丗値は⟣塜され

る⺎耆性がある。
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グラنI：Ｊ٬Ｊ٬Ｊ⪒クラブの╚釐丗⡁ グラنI I：Ｊ٬Ｊ٬Ｊ⪒クラブの╚釐丗⡁
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78մＪリーグ気⠮アク٘بン

82մ「Be supporters」インクٜーبブな社会の㲔現に⺸けて
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1993年

社会鵽䯥孨Ⳃ䍚
րٝٔبンց孨Ⳃ䫟鶟

յךصーَت
նの㎁յ䇞כז

2018年

⪦Ⱘ
プラットؚنーّ

サッカー・㏐㓊の
䧏禈⺎耆䓪
냕מ״ג״

2023年

サスلػطリؔط鼧二錃
妳⠮ؓクシ٘ンのꝧ㡎

Jリーグ
ꝧ䆠

10クٚブך
ートذت

氬年啶䘶
氦辐

1996年

ホームタウン

1カーٍンٖؼートٚル

ホホホホホホホホーーーームムムムムムムタタタタタタタウウウウウウウウウンンンンンンンンンンン

インクルーシブな
社会へ

㯸ל냕룻縖
꤃ַֿ縖㛙㎁人

etc.

気候アクション
法人יכのCN1

㰢צの㕙
CNの״גの鹟䥃
社会تبテؘّزンةの

➢鶟

PLANET

PEOPLE
地域

コミュニティの
醸成

注◍杼鉮注◍䤅Ⲃ
㏐㓊⛨妨のֿםח
ルذمٔ؞ルٔبーخ

COMMUNITY

Ｊリーグのサスلػطリؔط

Ｊリーグは「雛かなスポーツ乃の䨕艄⹕び国妨の䑏骰の⢸全な氦鷼への㳝┙」という杼䒝の┖、「スポーツで、もっと、䇞せな国へ。」というＪリー
グ氬䇗啶䘶を䫴ׅ、ٌ ーّタؗンで多様な活動を䫟鶟している。

気⠮㚺動の䏅ꮶと見られる愤㲹が激し、サッカー・スポーツへの䏅ꮶも갻蜷になっている中、サッカー・スポーツを儔全世代につなׁ、そして活力
あるٌーّタؗンの䧏続⺎耆性を高めるため、ＪリーグはＪクラブと⪦に活動にり磝んでいる。60のＪクラブは、それבれの「ٌーّタؗン」で、気
⠮アク٘بンや㯸ども、高룻縖、꤃がい縖などのテーُにֽいて、地域の多様なステークٌٜرーと⪦に社会鐐갭を鉮婊していくことを泘䧗してい
る。Ｊクラブの地域にֽけるٗؼークな玮ち⛣糋を生かして地域のـブとなり、└縖♓┕で⪦鵟の社会鐐갭を鉮婊する「ٝٔبン」という手嫎も活
榫している。
Ｊリーグは、サステナلリティꯛ域でのり磝みを「地域コِٖؼティのꃘ䡗」、「インクٜーبブな社会へ」、「気⠮アク٘بン」という凂磝みで⫋丝杼
し、Ｊリーグ・全クラブで鶟めている。

「気⠮アク٘ب ン」「インクٜーبブな社会」「地域コِٖ れが相互に関係しבティのꃘ䡗」は、それؼ
てֽり、それבれのꯛ域で活動を鶟めることにより、相互に好䐠環を生み出し、高めていくことがで
きるとＪリーグは縒えている。❆えば、高룻縖产錃の高룻縖や鏀湳檮の亠など、日ꮽは「支えられ
る」場ꪫの多い亠が地元のＪクラブを䑴䭤することで「支える」㰆㏇になることを泘䧗す、サントリー
ؗエٜؾスとの⪦⺱り磝みքBe supporters!օや、♿業や学劅、地域に⛨む㛙国人とのつなが
りを深めることを泘氳としたサッカー大会などのり磝みを鵟じて、サッカー・スポーツを鵟じて、
全ての人が㵯ꄆされ、自分らしく生きられる地域社会、「インクٜーبブな社会」を㲔現していく。そ
れと⺱侇に、地域で生活する高룻縖、㛙国人など多様な人が地域の中でつながりを䧏つことで、地
域の中で顔の見える関係性が啶疣され、地域コِٖ 。ティがさらにꃘ䡗されていくؼ
そのような社会を㲔現するために、60のＪクラブそれבれのٌーّタؗンで、それבれのテーُに
ֽける社会鐐갭鉮婊に⺸け、地域のステークٌٜرーを⻠めた└縖が連携してり磝むٝٔبン
というアプローز亠嫎も使いながら、地域の皆さんと⪦に地域の活性につなׅていく。地域が活
性すると、地域で倲らす人にも活力が┙えられていく。そのような好䐠環を⺨ٌーّタؗンで生
み出し続け、䧏続氳に⺎耆な䎬で地域と⪦に氦㷣していくことを泘䧗してり磝みを鶟めていく。
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Ｊリーグ気候アクション

-Ｊリーグが取り組む気候変動問題へのアクション

豪雨や台風などを理由に中止となった試合数が2018年を境に約5倍（2024年12月時点）になるなど、近年Ｊリーグが目指す「安心安全な運営」、
「安心してお客さまをお迎えした試合の開催」というフットボールそのものにも危機感を持たざるを得ない環境となってきた。またＪクラブが拠点を
構えるホームタウンでも、気候変動の影響はかつてないほどに顕在化するとともに、常態化している。スポーツをする環境、土台そのものが脅かさ
れている今、「サッカー選手になりたい！ 屋外でスポーツを楽しみたい！」という子どもたちの夢や日常を守るため、2023年から「Ｊリーグ気候アク
ション」を開始した。

Ｊリーグでは、全60クラブが地域密着で実施するホームタウン活動を行ってきた。各地域と共に発展してきたＪリーグやＪクラブがハブとなり、ファ
ン・サポーターの皆さま、自治体や地元企業と連携し、スポーツを楽しめる日常を守っていくための取り組みを行っている。
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- 2024年の取り組み

Ｊリーグが5年後、10年後に目指す姿を落とし込んだロードマップを2024年に策定した。社会の一員であるＪリーグ・Ｊクラブが気候変動問題に関
するアクションを発信することで、意識が変わる。意識が変わればおのずと行動が変わり、結果として2030年には、さまざまなステークホルダーと
共に、便利で環境に優しい持続的な社会システムが実現することを目指している。この1年は、Ｊリーグがなぜ気候アクションに取り組むのか、サッ
カーと気候変動に何が関係するのかを知ること・発信することに注力してきた。

ロードマップの策定
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2024䇗7僖、「伺媩㱦榹Ｊリーグワーٜドٝٔزンジ powered by docomo」で٥ィッٜج烕䢔と対戦するために全日したトッテナّմ
ٌットスパーの関係縖を䦙き、Ｊリーグと日本靸㍚HEROsプロジؘクト⪦⤹でサステナلリティカンフؒٝンスを開⤹した。
さまざまなサッカーのリーグ環㗞ꪫでのサステナلリティを鍐価する「Sport Positive Leagues」のランキングで、4䇗連続してプِٝアリーグ1
⛣を暠䐂するなど、サステナلリティꪫで僃も優れたクラブとしてイングランドで鏀閁されているトッテナّからスポーツ界のサステナلリティ磬ㅀ
を学ש泘氳で開⤹した本カンフؒٝンスには、♿業、スポーツ㍚体関係縖を中䑏に硜200人が⹆ⱶした。

イングٚンغ・プِٝؓリーグのトッテّػ　
ٌットقتー־僃⩝珷のサتテػビリティ磬ㅀיַחמ㰢שյサتテػビリティカンٝؒنンتのꝧ⤹

2024䇗から開㡎した「Ｊリーグ�㵸ꄇ⛈◅ スُイٜフットボーٜツアー for a Sustainable Future supported by 伺媩㱦榹」では、㵸ꄇ⛈
◅攐♳杼◄によるサッカー䷷㲜の䏲、⹆ⱶした㵸学生に⺸けたサステナلリティ䷷㲜を開⤹。佤☪の地杶峪倉の現霄と⪦に、気⠮アク٘بンのꄆ
釐性を⚥えている。

Ｊリーグ�㵸野⛈◅ ーؓصットٍールنマイルت
 for a Sustainable Future supported by 明治安田

世界の現敯、Ｊリーグが気⠮アク٘بンにり磝む䑒釐性を分かりやすく湳っていただくため、⫂榹 痞人攐♳杼◄、中兎 䞣⯹攐♳杼◄、㵸ꄇ ⛈◅
攐♳杼◄が出庋する動槆を⪜開。

環㗞のゖ갭については、企めに気♀き车動に燯していくことが、いかに大◄かというのを䷉めて感じ
ました。儔全の地杶に倲らす㯸どもたちのために、より多くの人に現敯を湳ってもらい、活動の魸が䇶
がっていけばよいなと思ってます。

Ｊリーグ�妳⠮㚺Ⳃゖ갭テーマגמYouTubeⳂ槆րサッカーֿםׂם׀ך日ց公ꝧ

内田 痞人 攐♳杼◄ْؤント

これから颯こりえる儔全を湳り、儕䔤ろしいと思うと⺱侇に、䡘々がどう生きていくかということより、
☪のこどもたちが生きる儔全を荁い環㗞に㚺えたいと思いました。䡘々がこどものꮽは、☪ど倄く
ない中、㛙で鷛שこともできました。そのような環㗞をこどもたちのためにり䢙したいということ
は、☪㍑動槆に出庋してすごく感じたことです。

㵸野 ⛈◅ 攐♳杼◄ْؤント

⹚ꮶも大きく、たくさんの人に「見たよ」という声ももらいました。関䑏を䧏ってもらえたのは大きな一
塥。「自分だけはいいや」という㣓ⳙではなく「自分から㡎める」、というُインドになってもらえたらと
思っています。Ｊリーグがやることに大きな䙫⽏があると思うので、全䇗♓もアク٘بンを続けてい
きたいです。

╈村 䞣剛 攐♳杼◄ْؤント
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提供：鹿児島ユナイテッドＦＣ 提供：鹿児島ユナイテッドＦＣ

「Be supporters！」
インクルーシブな社会の実現に向けて

日本では、人口の29.3％※が高齢者という高齢者化社会が進んでいる。サントリーウエルネス株式会社とＪリーグは高齢者施設で過ごす高齢者や
認知症の方など、普段は周囲に「支えられる」機会の多い方が、サッカークラブの「サポーター」になることで、クラブや地域を「支える」存在になって
いくことを目指すプロジェクト「Be supporters！」の活動に取り組んでいる。「支えられる人から支える人へ」をコンセプトとして、2020年12月に
サントリーウエルネス株式会社が4つのＪクラブと協働してスタートした本取り組みは、2024年には計20クラブが参加。「いくつになってもワクワ
クしたい、すべての人へ。」という言葉の下に、その輪が広がり続けている。

Ｊリーグメンバーとともに、「Be supporters！」のメイン担当であるサントリーウエルネス株式会社 吉村様にお話を伺った。

※2024年9月16日時点、総務省
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- まずは自己紹介をお願いします。

吉村  サントリーウエルネス経営企画本部の吉村です。B e 
supporters！のメイン担当をしています。

青山　Ｊリーグサステナビリティ部社会連携グループの青山です。
2007年ごろからホームタウンの業務に関わり、その流れで2018年
のシャレン！の立ち上げからこの分野に携わっています。

- Be supporters！の取り組みは、サントリーウエル
ネスさんが2020年12月に富山で始めました。その
経緯や背景を教えてください。

吉村　人生100年といったときに、どうしても健康寿命を延ばそうと

いう予防の領域を考えますが、それだけでは幸せになれないのかな
と思っていて。そのような 課 題 感 が あったところに、B e 
supporters！の話を聞きました。「人間の生命（いのち）の輝きをめ
ざし」を掲げている私たちだからこそ“予防”に加え、施設に入ったり、
認知症の状態になったとしても、一人一人が輝くことをサポートする、
“共生”にチャレンジできないかという思いで始めました。

- 当初は4クラブでスタートしました。

吉村　その中のカターレ富山と一緒に応援会をやってみたのが
2020年12月です。普段は、施設内のレクリエーションに参加しなか
ったり、部屋にこもりがちだった方に「ユニフォームを着てみますか」
と声を掛けると「私も着てみる」と笑顔になって。職員さんもすごく可
能性を感じて、また来年もやってみようと2021年から本格的に始ま
りました。

- インクルーシブな社会の実現や、サッカー、スポーツ
だからできることがこのプロジェクトの肝だと思い
ますが、そのパワーをどのように感じていますか。

青山　シャレン！が立ち上がり、2年目の重点テーマ4つの中のひとつ
が高齢者でした。それでBe supporters！という企画をやってみよう
ということで、一緒にやってくれるパートナー企業も見つけたい。それ
と並行してクラブにも企画を提案しました。2006年に改正介護予防
保険法が成立して、厚生労働省から「Ｊリーグさん、一緒にやってくれ
ませんか」と依頼があり、翌2007年にＪリーグ介護予防事業がスタ
ートしました。国からの補助金を財源に2年で終了しましたが、その後
自治体から受託するなどして継続して実施しているクラブも多く、こ
の経験がBe Supporters！に取り組むベースにもあるのではない
かと感じます。

Ｊリーグの良さは全国にクラブがあり、シャレン！という考え方は二者
じゃなくて三者以上。今回でいうとクラブ、Ｊリーグ、サントリーウエル
ネスさん、自治体、施設の皆さんなど。そういう機能を私たちが持って

いたことで良い具合にスタートできたのかなと思います。地域の課題
をパートナー企業や地元の皆さんと一緒に解決していく場があるわ
けです。その環境がサッカー、Ｊリーグの持つ価値だと思いますね。

- お二人とも4年近くこのプロジェクトに関わってい
ますが、印象深かったエピソードなどありますか。

吉村　たくさんありますけど、神戸の施設で応援している“テルコさ
ん”という方が、2022年にヴィッセル神戸に所属していた藤本憲明
選手のことが大好きで、2 0 2 3年に鹿児島ユナイテッドＦＣ
(2016-2017年も鹿児島に所属)に移籍した後もずっと応援をして
いました。それを見ていた施設の方が「それなら鹿児島に行って応援
してもいいのでは」とアイデアを出してくれたのです。テルコさんがBe 
supporters！での応援を通して、いろいろな人と優しくコミュニケー
ションが増えたり、新しい一面を職員さんも知るようになりました。そ
して、もっと応援したいよねということから、職員さんと一緒の鹿児島
行きを9月末に実行しました。費用は施設がクラウドファンディングで
集め、鹿児島のサポーターが中心となって支援してくれました。

吉村　現地でもサプライズで「テルコさん、おかえりなさい」とファン・
サポーターが迎えてくれたり、藤本選手のグッズをプレゼントされた
り。前日に藤本選手もＸで「待ってるね」とメッセージを送ってくれまし
た。そういう姿勢がすてきなつながりになっていったのがすごく印象的
でした。

青山　特定のエピソードではないのですが、高齢者の方々はもちろん
施設の皆さんがすごく楽しそうに参加してくれるのが印象的で、施設
の皆さんは普段は支える側でご苦労も多いでしょうが、その中で利用
者の方々と周囲につながりが生まれ、生き生きとしていくことが喜び
だと思うし、Ｊリーグの試合やクラブに触れることでわくわくする。Ｊク
ラブがそういうところで役に立つ、なおかつ離職率が下がる、Be 
supporters！をやっているなら働きたいという声もあると聞いて、こ
の活動がまた違う課題を解決する一助になっているのがすごく良いな
と思います。

- スタート時の4クラブから今年は20クラブと輪が広
がっています。その間の変化や感じることはありま
すか。

吉村　クラブや選手への激励の横断幕を制作する、敬老の日の特別
企画“人生の先輩からのエール”企画を2022年から10クラブでスタ
ートして、翌年から20クラブに増やしていただきましたが、その企画
自体も次第にパワーアップしました。Be supporters！の応援プロ
グラム自体もブラッシュアップしながらより魅力的になって、クラブか
らアイデアがどんどん生まれました。これが「地域の誰かのためにな
っている」と思ったときのクラブの方々のエネルギーというのが、規模
拡大にすごく影響があったと思います。
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1995年生まれ、兵庫県神戸市出身。京都大学大学院農学研究科に入学。大学院ではアルツハイマーの研究

に専念。2019年、サントリーホールディングス株式会社に入社。同年、サントリーウエルネス株式会社に配属

され、コンタクトセンターでマネージメントやオペレーターへの商品研修などを担当。2021年2月、「Be 

supporters!」プロジェクト立ち上げ時に「絶対にやりたい！」と直談判。現在、同プロジェクトリーダーとし

て、企画を推進するとともに、施設と地域サッカークラブを結ぶ架け橋としての役割も務めている。

サントリーウエルネス株式会社　経営企画本部

吉村 茉佑子／よしむら まゆこ（写真左）

1994年Ｊリーグ入社。事業部、運営部、企画部、イレブンミリオンプロジェクトなどを経て2018年シャレン！

（Ｊリーグ社会連携）に立ち上げ当初から参加し、2023年4月よりサステナビリティ部社会連携グループ所属。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）　サステナビリティ部　社会連携グループ

青山 優香／あおやま ゆうか（写真右）

-「うちにもあったらいいのに」という声も聞くので、そ
の広がりを感じています。

青山　施設の皆さんが本当に楽しみにしていて、早い段階で「今年は
どうなっていますか」とクラブに問い合わせがあるというのを聞きま
すし、エールを集めて飾るというのが一つのメインですが、それに伴っ
てクラブ独自のスタジアムでのアクティビティも多彩になりました。や
はり来られる方がいるとうれしいし、選手の事前訪問によってより親
しみを持って応援に身が入るというか、喜びにつながるみたいな、そ
ういう良い循環が徐々に増えているという感じです。

吉村　107歳のおばあちゃんが「命尽きるときまでサッカーを楽しみ
なさい」というエールを送ったり、頑張れというのも本当は「○○して
○○して頑張れ」と書きたいけど、どうしても手が震えて書けないから
手形でやってみようとしたり。施設を訪問した選手がおばあちゃんの
手にペンキを塗っていて、その写真がとてもかわいいんですよ。クラブ
の担当の方が、どうしたらできるんだろうと考えた結果、そこで生まれ
ているわくわく感とかつながりが見ていて心温まるというか。すごく良
いなというのはありますね。

- クラブの担当者も純粋に向き合っているのですね。
このプロジェクトを通して実現したい未来の姿、次
のチャレンジなどありますか。

吉村　もちろん、もっと全国のさまざまな地域とか、今まで取り組ん
できた地域でももっといろいろな人に参加してもらいたいです。今は
施設とクラブだけ、まだまだ多くの方と活動を盛り上げていける可能
性を秘めていると思います。もっと地域の人を呼び込むとか、引きこ
もりがちの独居の人や孤立を感じている人たちをうまくエールで巻き
込めないかとか、なかなか一歩を踏み出せない方々を巻き込んで、さ
らに豊かなつながりを作り、一緒に参加してもらえる場所ができたら
良いなと思っています。

- 先ほどの話にもありましたけど「推し」というのは強
いですよね。

吉村　「推し」というと、女性が楽しんでいるイメージを持たれる方も
多いかと思います。でもBeサポ！では「○○さん応援リーダーです」と
言われて、張り切って施設のみんなにサッカーのルールを教える男性
の方がいたり、「○○さんがグッズ担当です」「旗をもってください」な
ど役割ができたりします。「じゃあここを任せるね」ということさえあれ
ば責任を持ってやってくれる人がたくさんいます。それも「推し」ができ
ることの効果かもしれませんよね。そこをどうサポートするかというの
が私たちの考えるところかなと思います。

青山　フラッグベアラーをやるから練習したおじいちゃんもいまし
たね。

吉村　片足が義足でペースメーカーもしていて、それでも「フラッグ
ベアラーやりませんか」と施設の職員から言われて、「みんながやるな
らやろうか」と。やらされるリハビリではなくて、職員が気づいたら“コ
ツコツ”とそのおじいちゃんが歩いているとか。Beサポ！を通じて、そ
の人自身の可能性に職員さんも気づけるし、「あんなに○○さんが頑
張ってくれているなら次はこうしよう」とか、お互いに対する思いが循
環し始めると関係性も次第に良くなるということを感じますね。

- この試合で旗を持ってもらうから歩くんだよ、という
のが後押しになっていますね。

吉村　サッカーの応援というのが上の世代の方にとってはあまり日
常的な風景ではないかもしれません。サッカーの応援が初めての職
員さんも利用者さんと一緒に同じ目標に向けて頑張れるというとこ
ろで仲間になれる、と聞くことが多いです。サポーターになることがす
ごく簡単で、ハードルが高くないからみんなが同じ方向を向いて楽し
めるのかなと。元 Ｊ々リーグが持っている“サポーター”というカルチャ
ーがあったから、スタジアムのサポーターの人も近寄ってきてくれる
し、Be supporters！にとっても良い影響があるのかなと思います。

- Ｊリーグの理念である「地域密着」について、今後の
在り方とかインクルーシブな社会の実現に向けて何
か思いはありますか。

青山　インクルーシブになるということは、誰でもその場で楽しく過
ごせるのがとても大事で、そのためにＪクラブが地域の中でできること
や必要とされる役割が続いてほしいし、私たちはそれを後押しした
い。先ほど吉村さんもおっしゃいましたけど、誰かに頼りにされるとい
うか、お願いされることに意義を感じたり、年を重ねていくとそういう
場面が減っていくからこそ「お願いします」と言われるとうれしかった
りするのだと思います。そういうことの一助になったらいいし、私もい
ずれはそういう世代になって、それなら自分もハッピーでいられるよ
うな世の中、環境ができていれば安心して年を取れる、もし認知症に
なったとしても楽しくいられるかも、という希望が提示できるといいで
すね。

吉村　SNSの企画でもファン・サポーターの方が「私もこんなおばあ
ちゃんになりたい」「私が入る施設もやっててほしいな」とか実際に書
いていたりするので、そう思ってもらえて良かったなと。

- 写真や動画、記録、お話を通して、みんな当たり前に
年を取るけど、こういう将来もあるんだという安心
感が伝わります。Ｊリーグやサッカーが、その仲立ち
をしているというのは素晴らしいと思います。

青山　ヨーロッパのクラブハウスや練習場によくおじいちゃんが練習
を見に来て、併設されているレストランなどでチェスをやっていたり。
そういう文化があるんですよね。そのような過ごし方ができたらいい
なと思うので、Be supporters！とは少し違うかもしれないけど、み
んながＪクラブをハブにして行き場所があって、施設に入ったとしても
クラブとサッカー、Ｊリーグと縁がある。そういうふうになっていくと楽
しいですよね。
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♿哅יכյ
┩の╈מ二ַ
❫⡁Ⱘמ״ג

私たちは、パートナーの皆様と
たくさん対話をして関係を深め、

相乗効果で世の中に
新しい価値を

生み出していきたい

轵乃ׂטの
インٚن

丝⤓מ״ג
街の人たちと、多世代がつながり、誰もが
自由に体を動かせる空間をつくりたい
街づくりの一環として、生活の中に
スポーツがあることがうれしく

なるようにしたい

ٌーّؗذンの
琷갹㘃מ״ג

私たちは、もっとたくさんの人に
スポーツの力をつかってもらい、
地域社会に笑顔を増やしていきたい

ットٍールن
鶟מ״ג
私たちは、あらゆるプロから学び、
テクノロジーを駆使しながら、

そのクラブにしかできないサッカーを披露し、
人々から愛される選手を

育てていきたい

舅
䡗Ꝏמ״ג
私たちは、さまざまな業界と連携しながら
スポーツ界に関わる人の流動性を高め、

刺激し合い、
あらゆる舞台で活躍する人を

たくさん輩出したい

ンֿؒن
哧מ״ג׳

私たちは、サッカーを初めて見る人にも
大好きな人にも、優しく楽しい場所でありたい。

ＩＴ、飲食、音楽、デザイン・アートとも
コラボしながら、

たくさんの人の五感を刺激する
空間を創っていきたい

亠־־のＪの1⧠鵟כגםֵ

スポーツは、不思議な力をもっています

誰かの笑顔のために
人生をかけて生き様を表現する選手
地元の笑顔のために
奮闘しているスタッフ

そんな人たちの熱に触れると
ココロがドキドキして動き出す
ココロが動くと
体が自然と動き出す

自分が本気で挑む舞台はどこだろう？
自分の舞台を選べばいい
祈るのも、声を出すこともいい
クラブを支えるために
ボランティアやパートナーになってもいい
誰のために
何のために
私は動きたいだろう？

多様な人たちが関わり
本気で挑戦できる場になれるよう
Ｊリーグも道を開く挑戦を続けます

キーワードは「Ｊエナジー」

さらっとした熱
じわっとした熱
ごわっとした熱
いろんな熱があっていい
多様な熱が
パスし合える場を日本全国へ

互いの熱を高め合える舞台がＪリーグ
新しい道を開いた人に見える世界がそこにある

さて、どう突破しよう？
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